
広報

義援金を呼びかける西大村中学校(上)・ 5高等学校
各生徒会の皆さん(左 (2/5.本町アーケード内)

一日も早い復興をお祈りいたします

1月17日早朝、兵庫県南部を中心に大地震が起こり、多
くの犠牲者や被害者を出す大惨事となりました。

亡くなられた方々のご冥福と、負傷された皆さまおよび

地域の一日も早い回復を心からお祈りいたします。

市では、職員を派遣するなどして救援活動を続けていま

す。また、市民の皆さま方から多くの心温まる義援金をお

寄せいただきありがとうございます。

地震対策など関連記事は22""'--'23ページに掲載しています。
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4
月
9
日
何
回

捗考察
票大切に
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(
告
示
日

大
村
市
議
会
議
員
選
挙

今
年
の
3
月
1
日
か
ら
5
月
引
日
ま
で
の
聞
に
任
期
満
了
と
な

る
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
お
よ
び
長
の
選
挙
が
、
全
国
的

に
統
一
地
方
選
挙
と
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

大
村
市
に
お
い
て
は
、
県
議
会
議
員
選
挙
と
市
議
会
議
員
選
挙

ガ
行
わ
れ
ま
す
。

今
後
4
年
間
の
県
政
や
市
政
を
任
せ
る
代
表
者
を
選
、ふ
大
切
な

選
挙
で
す
。
人
に
ま
ど
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
自
分
の
目
で
確
か
め
、

1
人
も
れ
な
く
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

4
月
幻
日
日

f議1
1票i
箱

F "'.# 

(
告
示
日

投
票
資
格
が
あ
る
人

昭
和
日
年
4
月
日
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
で
、
平
成
6
年
ロ
月
初
日
現
在
で
大
村

市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
、

3
月

初
日
現
在
、
引
き
続
き
居
住
し
て
い
る
人
。

長
崎
県
内
の
他
市
町
村
ヘ

転
出
さ
れ
た
人
の
投
票
は

『司司

大
村
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
人
は
、
長
崎
県
内
で
あ
れ
ば
他
の
市

町
村
に
転
出
さ
れ
て
も
、
次
の
方
法
で
大

村
市
選
挙
区
の
候
補
者
に
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

-
投
票
日
に
大
村
市
内
の
投
票
所

で
投
票
す
る
場
合

転
出
先
の
市
町
村
長
が
発
行
す
る

「引

き
続
き
住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明
書
(
無

3
月
引
日
⑥
)
-2 -

4
月
日
日
制
)

料
)
」
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

。
こ
の
証

明
書
の
提
示
が
な
い
と
き
は
、
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

-
不
在
者
投
票
を
す
る
場
合

大
村
市
ま
た
は
、
転
出
先
の
市
町
村
の

ど
ち
ら
か
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
も
投
票
用
紙
な
ど
の
請
求
の
折
、

転
出
先
市
町
村
長
の
発
行
す
る
「
引
き
続

き
住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明
書
」
が
必
要

で
す
。
こ
の
証
明
書
の
提
示
が
な
い
と
き

は
、
投
票
用
紙
の
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
投
票
日
前
に
長
崎
県
外
へ
転
出

さ
れ
る
人
は
、
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

長
崎
県
内
の
他
市
町
村
か
ら

転
入
さ
れ
た
人
の
投
票
は

平
成
6
年
ロ
月
紅
白
以
降
、
県
内
の
他

市
町
村
か
ら
大
村
市
へ
転
入
の
届
け
出
を

さ
れ
た
人
は
、
前
住
所
地
の
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
、
次
の
方
法
で
前

住
所
地
の
選
挙
区
の
候
補
者
に
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。



-
投
票
日
に
前
住
所
地
で
投
票
す

る
場
合

大
村
市
長
が
発
行
す
る

「引
き
続
き
住

所
を
有
す
る
旨
の
証
明
書
(
市
民
課
で
無

料
で
発
行
)
」
が
必
要
で
す
。
こ
の
証
明

書
の
提
示
が
な
い
と
き
は
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

-
不
在
者
投
票
を
す
る
場
合

大
村
市
ま
た
は
前
住
所
地
の
ど
ち
ら
か

で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合

も
投
票
用
紙
な
ど
の
請
求
の
折
、
大
村
市

長
の
発
行
す
る
「
引
き
続
き
住
所
を
有
す

る
旨
の
証
明
書
」
が
必
要
で
す
。
こ
の
証

明
書
の
提
示
が
な
い
と
き
は
、
投
票
用
紙

の
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
平
成
6
年
ロ
月
白
日
以
降
、
県

外
か
ら
大
村
市
へ
転
入
の
届
け
出
を
さ
れ

た
人
は
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

平成7年 3月号広報おおむら

選挙人名簿は、住民基本台

帳の登録に基づき調製するこ

とになりますが、この名簿に

登録されている人でなければ

投票はできません。

そこで、今回の県議会議員

選挙および市議会議員選挙に

おいて登録される人をそれぞ

れ次のとおり縦覧に供します。

県議会議員選挙

3 月 31 日(針~4 月 1 日(土)

市議会議員選挙

4 月 16 日 (日)~17 日 (月)

時間午前8時30分~午後5時

場所 選挙管理委員会事務局

昭
和

ω年
4
月
包
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
で
、
平
成
7
年
1
月
日
日
現
在
、
大
村

市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
、

4
月

日
日
現
在
、
引
き
続
き
居
住
し
て
い
る
人
。

な
お
、
平
成
7
年
1
月
四
日
以
降
、
大

村
市
に
転
入
の
届
け
出
を
さ
れ
た
人
お
よ

び
投
票
日
前
に
市
外
へ
転
出
さ
れ
た
人
は
、

投
票
で
き
ま
せ
ん
。

学
生
の
住
所
の

取
り
扱
い

勉
学
の
た
め
、
市
外
の
修
学
先
の
寮
や

下
宿
等
に
居
住
し
て
い
る
人
の
住
所
は
、

休
暇
以
外
に
も
し
ば
し
ば
帰
省
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
必
要
が
あ
る
な
ど
特
段
の
事

情
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
原
則
と
し
て
そ

の
寮
や
下
宿
な
ど
の
所
在
地
に
あ
る
も
の

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
大
村
市
に
住
民
登
録
を

し
て
い
て
も
、
今
回
の
選
挙
で
は
投
票
す

る
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
。

不
在
者
投
票
を

活
用
し
ま
し
ょ
う

投
票
日
に
、
次
の
よ
う
な
理
由
で
投
票

所
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、

不
在
者
投
票
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

①
投
票
区
の
区
域
外
で
、
仕
事
な
ど
に
従

事
す
る
場
合

②
旅
行
な
ど
に
よ
り
市
外
へ
行
く
場
合

③
出
産
や
病
気
な
ど
に
よ
る
場
合

④
県
内
の
他
の
市
町
村
ヘ
ロ
月
担
日
以
降

に
転
出
し
、
転
出
先
の
市
町
村
に
引
続
き

居
住
し
て
い
る
場
合
(
県
議
選
挙
の
み
)
。

不
在
者
投
票
を
行
う
場
合
は
、
投
票
の

公
正
を
期
す
る
た
め
、
手
続
き
が
必
要
で

す
が
、
そ
れ
ほ
ど
面
倒
な
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
な
お
、
印
鑑
と
入
場
券
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

県
議
会
議
員
選
挙

不
在
者
投
票

場期
所午 3間
前月
選 8 31 
挙時日
管 30(金)
理分 1
委 i4 
員午月
会後 8
事 5 日
務時 (封
局

投
票
所
入
場
券

疋場
なで券県
おすは議

、~

~ 

最 3 議
近月員
市 29選
内 日挙
でごに
イ主 ろお
所にけ
移発る
動送投
さ す票
れる所
た予入

人
は
、
名
簿
の
移
し
か
え
が
で
き
な
い
人

も
あ
り
ま
す
の
で
、
入
場
券
を
よ
く
確
か

め
て
、
記
載
さ
れ
た
投
票
所
で
投
票
さ
れ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

投
票
日
当
日
の
投
票
お
よ
び
、
市
議
会

議
員
選
挙
に
お
け
る
不
在
者
投
票
の
期
間

な
ど
は
、

4
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

重
度
の
身
体
障
害
の
人
は

郵
便
投
票
の
ご
利
用
を

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
、
戦
傷
病
者

手
帳
を
有
し
、
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る

人
は
、
郵
便
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
口

た
だ
し
、
自
分
で
文
字
が
書
け
る
人
に

限
り
ま
す
。

こ
の
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る

人
は
、
あ
ら
か
じ
め
選
挙
管
理
委
員
会
か

ら
郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。
証
明
書
の
有
効
期
間
は
4
年
間

で
す
。
有
効
期
間
が
過
ぎ
て
い
る
人
は
、

早
日
に
交
付
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
口

な
お
、
郵
便
に
よ
る
投
票
を
す
る
人
は
、

投
票
用
紙
等
の
請
求
書
に
郵
便
投
票
証
明

書
を
添
付
し
、
投
票
日
の

4
日
前
ま
で
に

選
挙
管
理
委
員
会
へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い

。

郵
便
投
票
が
で
き
る
人

-
身
体
障
害
者
手
帳
を
有
す
る
、
両
下
肢
・

体
幹
・
移
動
機
能
障
害
の
1
級
も
し
く
は

2
級
の
人
。
ま
た
は
、
心
臓
・
じ
ん
臓
・

呼
吸
器
・
ぼ
う
こ
う
・
直
腸
・
小
腸
障
害

の
1
級
も
し
く
は
3
級
の
人

-
戦
傷
病
者
手
帳
を
有
す
る
、
両
下
肢
・

体
幹
障
害
の
特
別
項
症
か
ら
第
2
項
症
の

人
。
ま
た
は
、
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
-

F
つ
こ
う
・
直
腸
・
小
腸
障
害
の
特
別
項

症
か
ら
第
3
項
症
の
人

-
そ
の
ほ
か
、
知
事
が
書
面
で
証
明
し
た

人

船
員
の
「
選
挙
人
名
簿

登
録
証
明
書
」
を
交
付

さ
れ
て
い
る
人
ヘ

投
票
日
当
日
(
不
在
者
投
票
の
際
も
)

入
場
券
と

一
緒
に
必
ず
「
選
挙
人
名
簿
登

録
証
明
書
」
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
こ

の
証
明
書
の
提
示
が
な
い
場
合
、
投
票
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
、
早
目
に

選
挙
管
理
委
員
会
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

。

選挙に関する問い合わせは

選挙管理委員会事務局ヘ
市役所別館 1階

合間:)53-4111(内線340・341)

jし-Jしを守ってきれいな選挙

みんなガ築く明るい郷土
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市
制
施
行
邸
周
年
記
念
式
典

昭
和
円
年
2
月
刊
日
、
大
村
市
と
し
て
誕
生
し
て
か
ら

今
年
で
日
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
を
記
念
し
た
「
市
制
施
行
日
周
年
記
念
式
典
」
が

2
月
叩
白
、
市
コ
ミ
セ
ン
で
行
わ
れ
、
市
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
た
お
個
人
・

2
団
体
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。
(
敬
称
略
)

市政功労者として表彰を受けられた皆さん

( 2/10・市コミセン)

。
市
政
振
興
功
労

中

村

親

(

玖

島

2
丁
目
)

高
以
良
康
雄
(
小
川
内
町
)

東
征
男
(
大
川
田
町
)

上
野
類
作
(
宮
小
路
2
丁
目
)

高
野
良
一
(
赤
佐
古
町
)

山
田
和
夫
(
今
富
町
)

開

常

義

(

松

原

1
丁
目
)

山
口
宣
彦
(
今
村
町
)

丸
谷
捷
治
(
玖
島
2
丁
目
)

村
上
信
行
(
三
城
町
)

吉

川

豊

(

杭

出

津
2
丁
目
)

田
中
善
典
(
松
原
本
町
)

河
野
正
治
(
植
松
2
丁
目
)

永
石
賢
二
(
大
川
田
町
)

後
藤
満
行
(
中
岳
町
)

長
年
市
議
会
議
員
と
し
て
市
政

の
発
展
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

。
産
業
振
興
功
労

渡
重
正
雄
(
西
本
町
)

大
市
通
商
庖
協
同
組
合
理
事
長

と
し
て
生
鮮
食
品
産
業
振
興
の
発

展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

中
嶋
秋
代
(
片
町
)

大
村
市
漁
業
協
同
組
合
参
事
と

し
て
水
産
業
の
振
興
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

佐
藤
達
夫
(
玖
島
1
丁
目
)

大
村
市
観
光
協
会
副
会
長
お
よ

び
会
長
と
し
て
観
光
行
政
の
推
進

と
地
域
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た。高
瀬
富
夫
(
岩
松
町
)

大
村
商
工
会
議
所
常
議
員
、
副

会
頭
、
お
よ
び
会
頭
と
し
て
商
工

業
の
振
興
と
地
域
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

。
地
域
活
動
功
労

佐
々
木
繁
一
(
東
大
村
2
丁
目
)

少
年
補
導
委
員
と
し
て
青
少
年

の
健
全
育
成
に
尽
力
さ
れ
社
会
教

育
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
0

0
社
会
福
祉
功
労

橋
田
村
俊
(
日
泊
町
)

里
親
と
し
て
家
庭
的
に
恵
ま
れ

な
い
児
童
た
ち
の
養
育
に
尽
力
さ

れ
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。
原
口
政
一
(
宮
小
路
2
丁
目
)

市
被
爆
者
手
帳
親
交
会
役
員
と

し
て
被
爆
者
の
自
立
更
生
に
尽
力

さ
れ
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

。
保
健
衛
生
功
労

前
田
正
幸
(
玖
島
1
丁
目
)

大
村
東
彼
地
区
保
健
衛
生
連
絡

協
議
会
会
長
と
し
て
食
品
の
安
全

管
理
お
よ
び
衛
生
思
想
の
指
導
と

向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

。
篤
行

一
瀬
京
二
(
原
町
)

シ
ー
サ
イ
ド
よ
ざ
き
分
譲
宅
地

造
成
事
業
に
際
し
多
く
の
ツ
ツ
ジ

百
木
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

久
留
須
歌
子
(
大
川
田
町
)

社
会
福
祉
基
金
へ
多
額
の
浄
財

を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

田

中

茂

(桜
馬
場
2
丁
目
)

社
会
福
祉
基
金
へ
多
額
の
浄
財

を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

小

村

孝

(

久

原

1
丁
目
)

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
へ
多
額
の

浄
財
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

園
田
ヨ
シ
工
(
玖
島
2
丁
目
)

市
立
病
院
の
医
療
機
器
整
備
資

金
と
し
て
多
額
の
浄
財
を
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。

。
団
体
功
労

大
村
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

市
内
中
学
校
へ
楽
器
を
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。

大
村
市
民
生
・
児
童
委
員
協
議
会

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
守
つ
く
り
な

ど
地
域
に
密
着
し
た
幅
広
い
活
動

を
通
じ
て
社
会
福
祉
の
増
進
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

- 4 -

区
画
面
積
・
:
一
区
画
当
り
約

ω坪

j
ω
坪

分
譲
価
格
:
・
一
坪
当
り
の
平
均
価

格
は
幻
万
2
千
円

申
込
条
件
・
・
・
自
ら
居
住
す
る
住
宅

を
建
設
す
る
た
め
に
宅
地
を
必
要

と
す
る
人
で
同
居
の
家
族
が
あ
る

人
。
(
同
居
の
家
族
に
は
婚
約
者

も
含
み
ま
す
口
た
だ
し
、
婚
約
証
明

書
が
必
要
で
す
。)

建
築
条
件
・・
・
宅
地
分
譲
契
約
日
か

ら
2
年
以
内
着
工
、

3
年
以
内
居

住
が
義
務
付
け
ら
れ
、
ま
た
、
建

築
に
際
し
て
は
周
辺
環
境
保
全
の

た
め
に
建
築
協
定
が
決
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

申
し
込
み
は
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

な
お
詳
し
い
こ
と
は
、
大
村
市

土
地
開
発
公
社
(
市
役
所
内
包
@

3
6
5
1
)
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

シ
ー
サ
イ
ド
よ
さ
き
好
評
分
譲
中

大
村
市
土
地
開
発
公
社
が
造
成

し
ま
し
た
「
シ
ー
サ
イ
ド
よ
ざ
き
」

分
譲
宅
地
全
的
区
画
が
現
在
好
評

分
譲
中
で
す
。

海
を
見
下
ろ
す
久
原
の
正
に
、

潤
い
と
ゆ
と
り
の
あ
る
ラ
イ
フ
タ

ウ
ン
を
目
指
し
、
住
環
境
が
整
備

さ
れ
た
団
地
と
し
て
注
目
を
集
め

て
い
ま
す
。
分
譲
区
画
は
、
残
り

初
区
画
で
す
。



ら令20fJ 3月25々 ~り

平成7年3月号

まつ

広報おおむら

~ 
冬の厳しい寒さも柔らぎ、今年もいよいよ花のシーズンの到来です。

花の名所「大村公園」では3月25日から 6月20日の3か月闘を“花まつり"と称し、
さくら-ツツジ ・花しようぶ ・アジサイといろいろな花々が咲きつづきます。

また、期間中、さくらまつりや花しょうぶまつりなどの催しも予定されています。

皆さん、「花の街大村」をゆっくりとご満喫ください。 市花/オオムラザク ラ

〔 大村公園)
-サクラの見ごろ

・ソメイヨシノ (1，500本)
3月下旬"-'4月上旬
-オオムラザクラ (300本) 4月中旬
-クシマザクラなど (200本) 4月中旬

6月中旬"-'7月中旬

-フジ 5月中旬"-'5月下旬
・ツツジ (1万本) 4月中旬"-'5月中旬
・花ショウブ (10万株・30万本)
5月下旬----6月中旬

・アジサイ(7，000本)

E1*:'翠2・
=東野岳町=

4月上旬-サクラ(300本)

E望書..  

H
南
川
内
町
H

H
上
諏
訪
町
H

・
ツ
ツ
ジ

(3
万
本
)

4
月
中
旬
1
5月
中
旬

・
ア
ジ
サ
イ

(8
、
0
0
0本
)

6
月
中
旬
1
7月
中
旬

=重井田町=

-シャクナゲ (2，700本)
4月下旬"-'5月上旬

文化基金ヘ多額の浄財寄付

甲斐田市長へ多額の浄財を寄付する

今里和照さん (左 (2/2・市役所)

今里和照さん (長崎市幸町)は、

亡父 升日夫さん (元商工会議所第

7代会頭)の香典返しと して、文

化基金へ100万円を寄付されまし
たO

ありがとうございました。

森教育長に多額の浄財を寄付する

加島澄子さん(中央)(1/27・市役所)

加島澄子さん (乾馬場町)は、

1月27日、亡夫-博さんの香典返
しとして、文化基金へ100万円を
寄付されました。

ありがとうございました。

市
役
所
合
代
表

@
4
1
1
1
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みの教育ヘぐる地域
Eh-ゆから恥醐 日齢、ー

在 学校・家庭 • 

平成7年3月号広報おおむら

(9， 

月1回の学校週5日制が実施されたのが、平成4年
9月からでした。いよいよ、この4月から月 2回の学
校週5日制が実施され、毎月第2・4土曜日が休みに

4土噌固に剥周でき毛色施較紹介一一

〉一勺γベ
あいている時間 午前9時~午後5時
第2・4土曜日は午前 9時から児童室もあいて
います。

※休館日は月曜日、毎月25日および祭日です。
火曜日は、午後1時から開館。

ft$2-2U' 市立図書館

口

市では、子どもたちが有効な時間を過ごすことができ

るように、月 2回の学校週5日制に合わせ、教育-文化-
体育施設などを開放することにしています。

ご家族でじっくりと計画を立てられ、子どもたちのな

お一層の成長のために、いろんなものに挑戦さぜてみて

ください。

“4月からの第2・4土曜日はどんな1日にしますか。
自分で、または友だちゃ家族、先生たちといっしょに考

えてみましょう。"

4月から第2-・・・・・・・・・・・・圃-

のびのびと遊ぶ子どもたち (大村小学校)

なります。対象となるのは、公立の幼稚園、小-中-

高校および盲・聾-養護学校の各学校です。

子どもたちが、家庭や地域社会での生活時間を使っ

て、違う年齢の仲間との遊び、自然体験、生活体験な

どを増やし、それぞれの資質や能力を伸ばすこと、ま

た生活にゆとりを持たせ、子どもたちの望ましい人間

形成を図ることを、学校週5日制は目指しています。

tη 
あいている時間 午前9時~午後5時

※休館日は市立図書館に同じ。

ft5J-"" 館料思
i…ベ

ヨミュニ手ィt!~9-
〈申喪公民館告5*-3161>

旧楠本正隆屋敏

毎月第2・4土曜日の午前中

無料開放します。

(幼稚園、小・中学生のみ)

塾通いをする子どもが
多くなるのではないか
と心配で、す。

月1回の週 5日制実施
A3 時にも こう した心配は
ありましたが、文部省の調査で
は塾通いが増えたということは
ありません。増えた休みを、子
どもたちには有意義に使ってほ
しいと考えています。

月2回の学校週5日制を理解していただ〈ために

園
この制度の目的は?また、なぜ学校週5日制を月 2回に
しなければならないのですか。園 園

うちの子どもは、休み
が増えて遊んでば‘か
りいますが、これでは
意昧がないのでは?

子どもの成長に遊び
A2 は欠かせません。なぜ
なら、子どもたちは遊びを通
してさまざまなことを発見し、
作りだし、 体験を重ねるから
です。

Al 学校週5日告IJ(;;t 学校、家庭および地域社会の教育全体
のあり方を見直し、子どもたちの豊かな人間形成を図る

ことを目的としています。激しい変化が予想されるこれからの
社会においては、 子どもが自ら考え、判断し、 行動する力を身
につけさせる教育が大切だからです。また、休みを月 2回に拡
大することは、全国642校で実験的に行った研究結果からみて、
子どもたちの望ましい人間形成を図るうえで、好ましい結果を
もたらすものと考えられたからです。

琴平スカイIt-守合55.UU

-パターゴルフ ・人工草スキー

毎月第 2・4土曜日

午前9時~正午まで無料開放し
ます。

(幼稚園、小・中学生のみ)

〉山、ft5J -1396 申地区公民館:…べ
R-ーーーーーー苧宇E
場広動運

実
施
に
向
け
て
の
対
策

O
学
力
を
維
持
す
る
た
め
に
教
育

課
程
を
工
夫
し
、
授
業
時
間
数
の

確
保
と
わ
か
る
授
業
に
努
め
ま
す
。

O
子
ど
も
た
ち
の
学
習
負
担
に
な

ら
な
い
よ
う
に
時
間
割
を
工
夫
し
、

O
休
業
日
と
な
る
月
2
回
の
土
曜

日
を
、
親
と

一
緒
に
過
ご
す
中
で
、

生
き
方
や
生
活
の
知
恵
を
学
ぶ
よ

う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

O
子
ど
も
と
一
緒
に
過
ご
し
、
子

ど
も
の
将
来
に
つ
い
て
話
し
合
う

の
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

O
地
区
の
催
し
ゃ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

O
各
種
関
係
機
関
お
よ
び
団
体
の

連
携
を
強
化
し
、
次
の
よ
う
な
こ

と
に
取
り
組
み
ま
す
。

O
文
化
・
体
育

・
社
会
施
設
な
ど

の
無
料
開
放
を
行
い
ま
す
。

O
公
民
館
な
ど
に
親
子
で
参
加
で

き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
を
行
い

ま
す
。

O
青
少
年
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
、
地
域
行
事
へ
参
加
で
き
る
場

の
確
保
と
協
力
依
頼
を
行
い
ま
す
。

O
地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
と
、
地

毎月第2・4土曜日

・親子映画会午前 10 時~ 1 1時

(第2土曜日のみ)

・図書室午前9時~正午

(貸し出しのみ行います)

毎月第2・4土曜日の午前中、無料開放します0

・市営野球場 (申し込み制)

・補助グラウンド(申し込み制)

・森園運動広場 (申し込み制)

・南部運動広場 ・大村市相撲場

・北部運動広場 ・鈴田地区相撲場

西武村地区コミュニ子ィ包~9-
{西武村地区公民館宮53-119'19>
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休
業
日
と
な
る
土
曜
日
の
授
業
は
、

ほ
か
の
曜
日
に
上
乗
せ
は
し
ま
せ

ん
。
O
休
み
で
あ
る
第
2
・
4
土
曜
日

の
午
前
中
は
、
運
動
場
や
体
育
館

を
開
放
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

活
動
に
積
極
的
に
参
加
さ
せ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

O
子
ど
も
た
ち
の
主
体
的
な
行
動

を
尊
重
し
、
い
ろ
ん
な
こ
と
に
挑

戦
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

域
に
残
る
文
化
遺
産
の
啓
発
な
ど

を
行
い
ま
す
。

O
子
ど
も
た
ち
が
地
域
社
会
の
活

動
に
進
ん
で
取
り
組
め
る
よ
う
、

地
域
の
方
々
の
援
助
・
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

毎月第2土曜日

・ 親子映画会午後 2 時~ 3 時

U 
放

-各学校とも運動場と体育館のみ開放しまコ

※各運動施設とも、大会があるときは開放できません。
申し込み制…スポーツ振興課へ申 し込んでく ださい。
※学校週5日制について詳しくは、学校教育課へ

開の校学:…ベ

市営手ニスコート

毎月第2・4土曜日の午前中

無料開放します。

・玖島コート (申し込み制)

・小路口コート (申し込み制)

市民体育館 ft5J・15$2

毎月第 2・4土曜日午前 9時~

正午、小体育室を無料開放します。

-7 -



企どの作品も力作ぞろい
(2/2-竹松住民センター)

市内の小中学校障害児学級作品展

が2月1日から3日間、竹松住民セ
ンターで聞かれました。

子どもたちの成長過程とその成果

を発表することを通して、市民に理

解を深めてもらうと毎年聞かれてい

るものです。会場にはちぎり絵-紙

ねんど・書・絵画-おり紙・手芸-

木工作などの作品が多数展示されま

した。

作品の中には鮮やかな色彩のちぎ

り絵の大作などもあり、訪れる市民

の目をひきつけていました。

カメラ

スポット

(2/6-福重出張所)

「市民の声を聴く会」が 1月17日から 2月9
日まで、市内8地区で開催されました。
この聴く会は、市民一人ひとりが「ふるさ

と大村」に誇りと夢をもって、豊かで安心し

て暮らせる住みよいまちにするために聞かれ

たものです。

大村市のまちづくり-将来計画への提言-

青少年の育成指導に関することを、市長が直

接ひざをまじえて聴いたもので、「大村湾浄化」

「観光開発JI若者定住」など、貴重な意見が
寄せられました。

(1 Iイ

( ) 

ム -.-rJL一一
チームの勝利をタスキにかけて

(2/11 -海上自衛隊内道路)
中学生から一般まで112チームが参加した「第18回
おおむら駅伝競走大会Jが2月11日、海上自衛隊内
道路を会場に5区間20krnのコースで行われました。
職場や仲間の声援を背に各ランナーとも健脚を披

露。ゴールを目指して1本のタスヰ二をみごとにリレー
しました。

成績は次の通りです。

一般…①松本工務庖A⑦理容くりはら③ひょうたん

クラブA
選抜…①陸自竹松②4施大③大村工業

企

平成7年3月号広報おおむら

V商庖街活性化に一役
(2/5-本町アーケード内)

ウインクカード (ポイン卜が力一ドに貯まる)
のオープニング式典が2月5B 、本町アーケー
ド内で行われました。
この事業は、商居街活性化対策のーっとして、
アーケードを中心とする商庖が大村市力一ド事
業協同組合を設立し、県 ・市の補助事業として
発足したものです。今後はいろんなイベントが
行われます。

V一服いかガですか
(2/5-勤労青少年ホーム)

1年間の講座の成果を発表する勤労青少
年ホームの「ヤンクフ工スティJ¥)レ」が2
月5日、同ホームで聞かれました。
勤青ホームには、現在350人の働く若者が
趣味を生かす場として、また交流の場とし
て活動しています。
この日はパッチワーク・アートフラワー・
書・生け花の展示や、茶会・着物の着付けの実
演・料理教室による手づくりクッキー販売な
どが行われ、会場は終日賑わっていました。

砂
ナ
イ
ス
カ
ッ
ト
で
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス

(2
/
ロ
・
市
民
体
育
館
)

第
竹
口
大
村
市
小
学
生
女
子
ポ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会
が

2
月
ロ
日
、
市
民
体
育
館
で
行
わ

れ
、
会
場
で
は
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

参
加
チ
ー
ム
は
叩
チ
ー
ム
。
選
手
た
ち
は

B
ご
ろ
の
練
習
成
果
を
発
揮
し
、
お
互
い
に

声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
ボ
ー
ル
を
つ
な
ぎ
、

シ
ュ
卜
を
放
っ
て
い
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・

優

勝

竹

松

住

宅

・
準
優
勝
宮
小
路
A

-
3
位

富

の

原

1
丁
目
、
若
竹

E、

h
v
刃
物
の
原
点
を
求
め
て

(1
/
お
・
松
原
住
民
セ
ン
タ
ー
裏
)

伝
統
的
な
手
打
刃
物
の
技
術
を
次
の
世
代
へ

引
き
継
ご
う
と
、
長
崎
手
打
刃
物
協
同
組
合
は

1
月
白
日
、
「
松
原
が
ま
」
で
知
ら
れ
る
刃
物

産
地
・
松
原
地
区
の
住
民
セ
ン
タ
上
畏
駐
車
場

で
、
同
地
区
出
身
の
万
剣
師
・
藤
原
吉
光
さ
ん

(佐
賀
県
伊
万
里
市
在
住
)
を
招
い
て
、
実
演

会
を
開
催
。
刃
物
の
原
点
で
あ
る
万
造
り
を
学

び
ま
し
た
。
県
内
に
は
ほ
か
に
西
彼
・
三
和
町
、

島
原
市
の
刃
物
産
地
が
あ
り
ま
す
が
、
後
継
者
・

技
術
者
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

な
ん
と
か
業
界
の
振
興
を
図
ろ
う
と
い
う
ひ
と

つ
の
試
み
と
し
て
聞
か
れ
た
も
の
で
す
。

-8 -

家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
し
ま
し
ょ
う

市

民

交

通

傷

害

保

険

H
平
成

7
年
度
分
は

3
月

1
日
か
ら
受
付
開
始
H

掛

金

申
次
筒
念
日

1
日
生
額
4
8
0円、

1
人
2
口
ま
で

市
盆
附
(
診
薬
師
)
、
'
缶
握
附
川

※
町
内
会
で
の
取
り
手
と
め
は
3
月
末
日
ま
で
で
す
。

3
 

市
内
道
路
交
通
網
の
う
ち
最
重

要
路
線
で
あ
る
国
道
弘
号
幸
町
付

近
の
渋
滞
対
策
に
つ
い
て
1
月
η

日
、
管
理
者
で
あ
る
建
設
省
は
じ

め
、
県
・
大
村
警
察
署
・
市
の
関

係
者
が
集
い
協
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

こ
の
場
所
は
、
平
成
3
年
度
に

事
業
化
さ
れ
た
大
村
拡
幅
区
間
の

一
部
で
あ
り
、
朝
夕
の
ラ
ッ
シ
ュ

時
は
も
ち
ろ
ん
、
恒
常
的
な
交
通

混
雑
に
陥
っ
て
い
て
市
民
生
活
に

も
影
響
が
出
て
き
て
お
り
、
加
え

て
今
春
に
は
大
型
庖
の
オ
ー
プ
ン

も
予
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
渋
滞

が
ま
す
ま
す
ひ
ど
く
な
る
事
は
必

至
で
す
。

こ
の
た
め
正
式
拡
幅
ま
で
の
聞

の
暫
定
処
置
と
し
て
、
建
設
省
よ

り
示
さ
れ
た
計
画
案
に
つ
い
て
地

元
住
民
、
地
権
者
な
ど
に
説
明
を

行
い
、
合
意
を
得
て
早
急
に
改
修

工
事
に
着
手
出
来
る
よ
う
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

3 
春月

人の日
ひと から

.火 7
がぉ 災 B 
取で

扱

い予

主f署I巡防
ま

2動
つ

[ ~力になります~ I 

暴
力
問
題
で
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
刀

一
人
で
悩
ま
ず
・
迷
わ
ず
・
一
刻
も
早
い
相
談
を

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

。

(単-一員
宏
蔀
・
暴
力
追
放
テ
レ
フ
ォ
ン

宮
0
9
5
8②
U
0
0
7

0
長
崎
県
暴
万
回
需
品
片
民
ム
議

8
0
9
5
8@
0
8
9
3

0
最
寄
り
の
警
一
員
霊
台
ま
た
は
交
番
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

長
年
の
奉
仕
に

感
謝
状
贈
呈

上田教育委員長から感謝状を受
けられる永野さん(右)

P
K
O
隊
員
、
ガ
市
ヘ

帰
国
の
あ
い
さ
つ

甲斐田市長へ帰国のあいさつをされ
る西田さん(中央)

市
教
育
委
員
会
は
1
月
払
日
、

長
年
に
わ
た
り
市
内
の
小
中
学
校

施
設
の
営
繕
奉
仕
作
業
を
行
っ
て

き
た
長
崎
県
建
設
産
業
労
働
組
合

大
村
支
部
(
永
野
寿
昭
支
部
長
)

に
対
し
、
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

同
大
村
支
部
は
、
今
年
度
も
富

の
原
小
学
校
ほ
か
3
校
に
お
い
て

作
業
を
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

国
連
平
和
維
持
活
動

(
P
K
O
)

の
た
め
、
大
村
の
所
在
部
隊
か
ら

初
の
派
遣
要
員
と
し
て
モ
ザ
ン
ピ
ー

ク
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
西
田
秀
敏

さ
ん
(
竹
松
部
隊
)
が
1
月
四
日
、

市
役
所
を
訪
れ
、
甲
斐
田
市
長
に

帰
国
の
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
ま
し
た
。

西
国
さ
ん
は
、
昨
年
6
月
に
日

本
を
出
発
。
輸
送
調
整
中
隊
で
物

資
や
人
員
の
輸
送
に
当
た
り
、
無

事
に
使
命
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
。
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秩
序
あ
る
ま
ち
申
つ
く
り
を
目
指
し
て

都
市
計
画
法
お
よ
び
建
築
基
準
法
の
改
正
に
よ
る

1

1
新

用

途

地

域

制

度

1

1

平
成
4
年
度
に
都
市
計
画
法
が
改
正
さ
れ
、
用
途
区
域
の
細
分
化
か
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
都
市
計
画
は
、
広
域
的
な
都
市
施
設
の
整
備
に
主
眼
を
お

い
た
土
地
利
用
計
画
と
し
、
地
区
ご
と
に
ゆ
と
り
と
豊
か
さ
を
実
感
で
き

る
、
人
間
居
住
の
場
と
し
て
の
整
備
計
画
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
地
域
の
自
然
や
歴
史
、
生
活
・
文
化
・
産
業
な
ど
地
域
の
現
状

を
把
握
し
、
将
来
の
大
村
市
の
姿
を
描
い
て
、
用
途
地
域
の
設
定
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

平成7年 3月号

12種類の用途地域のイメージ図

広報おおむら

第一種中高層住居専用地域第二種低層住居専用地域第一種低層住居専用地域

中高層住宅の良好な環境を守るため

の地域です。病院、大学、 500ばまで

の一定のお屈などが建てられます。

主に低層住宅の良好な環境を守るた

めの地域です。小中学校などのほか、

150ばまでの一定のお庖などが建て

られます。

低層住宅の良好な環境を守るための

地域です。小規模なお庖や事務所を

かねた住宅や小中学校などが建てら

れます。 (J 

坂口浄水場から西大村市内を望む

用
途
地
域
制
度
は
、
良
好
な
市

街
地
環
境
の
形
成
や
都
市
に
お
け

る
住
居
、
商
業
、
工
業
な
ど
の
適

正
な
配
置
に
よ
る
機
能
的
な
都
市

活
動
の
確
保
を
目
的
と
し
て
い
ま

す。
こ
の
制
度
は
、
建
築
物
の
用
途
、

容
積
率
、
建
ぺ
い
率
、
高
さ
な
ど

を
規
制
・
誘
導
す
る
都
市
計
画
・

建
築
規
制
制
度
で
あ
り
、
秩
序
あ

る
ま
ち
づ
く
り
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
き
ま
し
た
口

平
成
4
年
の
都
市
計
画
法
お
よ

び
建
築
基
準
法
の
改
正
(
平
成
5

年
6
月
お
日
か
ら
施
行
)
に
よ
り
、

住
環
境
の
保
護
、
市
街
地
形
態
の

多
様
化
へ
の
対
応
な
ど
を
目
的
と

し
て
、
用
途
地
域
の
種
類
が
8
種

類
か
ら
ロ
種
類
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
各
用
途
地
域
に
お
い
て
建

築
で
き
る
建
築
物
の
用
途
に
つ
い

て
も
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
用
途
地
域
制
度
の
改
正
に

伴
い
、
大
村
市
に
お
い
て
も
、
従

来
定
め
ら
れ
て
い
た
用
途
地
域
を

新
用
途
地
域
に
指
定
替
え
す
る
都

市
計
画
の
決
定
が
、
法
律
の
施
行

に
よ
り
3
年
以
内
に
行
わ
れ
ま
す
。

第二種住居地域第一種住居地域第二種中高層住居専用地域

主に住居の環境を守るための地域で

す。居舗、事務所、ホテル、ぱちん

こ屋、力ラオケボックスなどは建て

られます。

住居の環境を守るための地域です。

3，000m
2
までの庖舗、事務所、ホテル

などは建てられます。

主に中高層住宅の良好な環境を守る

ための地域です。病院、大学などの

ほか、 1，500ばまでの一定のお庖や事

務所などが建てられます。

nu 

唱

E
i

改 正 後

①第一種低層住居専用地域

(低層住宅の良好な環境保護のための地域)

②第二種低層住居専用地域

(小規模な庖舗の立地は認められる、低層住宅の良好な環境保護のための地域)

③第一種中高層住居専用地域

(中高層住宅の良好な環境保護のための地域)

④第二種中高層住居専用地域

( 定の利便施設の立地は認められる、中高層住宅の良好な環境保護のための地域)

⑤第一種住居地域

(大規模な庖舗、事務所の立地は制限される、住宅の環境保護のための地域)

⑥第二種住居地域

(大規模な自舗、事務所の立地も認められる、住宅の環境保護のための地域)

⑦準住居地域

(道路の沿道において、自動車関連施設などと住宅が調和して立地する地域)

⑧近隣商業地域

(近隣の住宅地の住民のための庖舗、事務所などの利便の増進を図る地域)

⑨商業地域

(庖舗、事務所などの利便の増進を図る地域)

⑩準工業地域

(環境の悪化をもたらすおそれのない工業の利便の増進を図る地域)

⑪工業地域

(工業の利便の増進を図る地域)

⑤工業専用地域

(専ら工業の利便の増進を図るための地域)

。

改 正 同IJ

①第一種住居専用地域

②第二種住居専用地域

③住居地域

④近隣商業地域

⑤商業地域

⑥準工業地域

⑦工業地域

⑧工業専用地域

住

商業地域近隣商業地域準住居地域

居

問
い
合
わ
せ

銀行、映画館、飲食居、百貨倍、事

務所などの商業等の業務の利便の増

進を図る地域です。住宅や小規模の

工場も建てられます。

近隣の住民が日用品の買物をする庖

舗等の業務の利便の増進を図る地域

です。住宅や庖舗のほかに小規模の

工場も建てられます。

道路の沿道において、自動車関連施

設などの立地と、これと調和した住

居の環境を保護するための地域です。

系

商

業

系

都
市
計
画
課

(
合
⑮
4
1
1
1

工業専用地域工業地域

~一二一----;r~ J'〆

準工業地域

工

業

系

内
線

4
3
0
)

専ら工業の業務の利便の増進を図る

地域です。どんな工場でも建てられ

ますが、住宅、お庖、学校、病院、

ホテルなどは建てられません。

主として工業の業務の利便の増進を

図る地域で、どんな工場でも建てら

れます。住宅やお屈は建てられます

が、学校、病院、ホテルなどは建て

られません。

主に軽工業の工場等の環境悪化の恐

れのない工業の業務の利便を図る地

域です。危険性、環境悪化が大きい

工場のほかは、ほとんど建てられま

す。

-Eよ
1
1
A
 



平成7年3月号広報おおむら

い
つ
ま
で
も

若
い
気
持
ち
で

「
昔
と
比
べ
て
現
在
は
、
文
字

が
機
械
化
さ
れ
て
い
る
た
め
、
毛

筆
で
心
の
温
も
り
を
も
っ
と
伝
え

た
い
で
す
ね
:・
」
と
話
さ
れ
る
の

は
、
勤
労
青
少
年
ホ
l
ム
主
催
講

座
「
ペ
ン
習
字
」
の
講
師
と
し
て

長
年
指
導
さ
れ
て
い
る
田
口
さ
ん
。

昭
和
日
年
か
ら
勤
青
ホ
l
ム
講

師
と
し
て
尽
力
さ
れ
た
結
果
、
講

座
の
運
営
や
活
動
内
容
が
高
く
評

価
さ
れ
、
「
ペ
ン
習
字
講
座
」
が

労
働
大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

「と
に
か
く
雰
囲
気
守つ
く
り
が

う
ま
く
、
受
講
生

一
人
ひ
と
り
の

心
理
を
上
手
に
つ
か
み
な
が
ら
、

要
点
を
押
さ
え
て
指
導
さ
れ
て
い

ま
す
口
そ
の
た
め
受
講
生
に
人
気

H
書
道
家
H

田
口
玲
子
さ
ん

(松
並

2
丁
目

・
引
歳
)

「
安
定
は
し
ご
」

市
長
賞
を
受
賞

こ
の
ほ
ど
、
第
位
回
「
長
崎
県

発
明
く
ふ
う
展
」
(
社
団
法
人
発

明
協
会
長
崎
県
支
部
主
催
)
の
表

彰
式
が
行
わ
れ
、
事
故
防
止
の
た

め
の
「
安
定
は
し
ご
」
を
考
案
し

た
小
浦
さ
ん
に
市
長
賞
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

こ
の
発
明
く
ふ
う
展
は
、
日
常

生
活
か
ら
産
業
技
術
に
い
た
る
分

野
に
お
い
て
独
創
性
に
富
む
優
れ

た
発
明
・
考
案
な
ど
を
広
く
紹
介

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
日
の
生

活
を
よ
り
う
る
お
い
の
あ
る
充
実

し
た
も
の
と
す
る
た
め
に
、
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

安
定
は
し
ご
を
老
柔
さ
れ
た
き
っ

か
け
は
、
「
仕
事
柄
、
は
し
ご
を

を
考
案
し

H
県
発
明
く
ふ
う
展
H

小

浦

良

人

さ

ん

(植
松
1
丁
目

・
日
歳
)

( ) 

霊長吉ゃん(払I並2丁目)

いつも元気hチ」741225生まれ

ん5?2222Ff中良く 元気に遊

桑原

山口さん家族(荒平町)

し家族

ぼ
く
の
家
ぞ
く
は
7
人
で
す
。

お
父
さ
ん
は
、
お
も
し
ろ
く
て

ニ
ュ

ー
ス
が
好
き
で
す
ロ
お
母
さ

ん
は
、
り
ょ
う
り
が
と
く
い
で
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
す
も
う
が
好

き
で
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
カ
ラ
オ

ケ
が
好
き
で
す
。

弟
の
せ
い
じ
は
フ
ァ
ミ
コ
ン
が

好
き
で
、
ひ
ろ
ゆ
き
は
い
つ
も
ふ

ざ
け
て
い
ま
す
。
ぼ
く
は
サ
ッ
カ
ー

が
好
き
で
す
。
大
き
く
な
っ
た
ら
、

し
よ
う
ぼ
う
し
に
な
り
た
い
で
す
。

3
人
で
い
つ
も
ケ
ン
カ
し
て
い

ま
す
が
、
ほ
ん
と
う
は
な
か
よ
し

で
す
。

なかよ

靖
正

右
か
ら
、
寛
さ
ん
刷
、
博
之
く
ん
刷
、
久
美
子
さ
ん
側
、
壇
ヰ
く
ん
小川
、
岳

志
さ
ん
側
、
松
枝
さ
ん
側
、
誠
二
く
ん
小
川

が
あ
り
、
こ
の
講
座
が
長
く
続
い

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

と
館
長
さ
ん
は
話
さ
れ
る
。

書
は
、
幼
稚
園
の
こ
ろ
か
ら
始

め
、
書
道
大
会
な
ど
い
つ
も
好
成

績
を
収
め
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。

「
と
き
に
は
受
講
生
の
人
た
ち

と
一
緒
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も

若
い
気
持
ち
で
頑
張
り
た
い
」
と

語
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
公
民
館
な
ど
で
も
指
導

さ
れ
、
多
忙
な
毎
日
を
送
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
今
後
ま
す
ま
す
ご
活

躍
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

柱
や
水
銀
灯
ポ
I
ル
に
掛
け
て
作

業
す
る
機
会
が
多
く
、
上
部
へ
登

る
ほ
ど
不
安
定
に
な
っ
て
事
故
の

一
因
に
も
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で

最
上
段
を
V
字
型
に
し
た
は
し
ご

を
考
案
し
ま
し
た
」
と
話
さ
れ
る
。

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
工
作
が
好
き

で
、
長
崎
の
ハ
タ
や
竹
馬
な
ど
を

作
っ
て
よ
く
遊
ん
で
い
た
そ
う
で

す
。
「
何
事
も
ち
ょ

っ
と
見
方
を

変
え
て
考
え
る
と
ア
イ
デ
ア
が
出

て
く
る
の
で
は
・
:
」
と
話
す
小
浦

さ
ん
。
現
在
、
全
国
発
明
く
ふ
う
コ
ン

ク
ー
ル
入
賞
を
目
標
に
頑
張
っ
て

お
ら
れ
ま
す
。

( ) 

() 

藤
手
芸
の
会
は
、
発
足
し
て

6

年
目
を
迎
え
ま
す
。
現
在
は
、
始

め
て
か
ら
2
j
3
年
と
い
う
人
が

多
く
毎
月
3
問
、
木
曜
日
の
午
後

の
定
例
会
で
は
、
先
生
に
基
礎
か

ら
丁
寧
に
わ
か
り
や
す
く
教
え
て

頂
い
て
い
ま
す
。

優
し
さ
、
さ
わ
や
か
さ
の
イ
メ
ー

ジ
の
藤
。
藤
に
は
形
は
あ
り
ま
せ

ん
。
自
分
の
創
意

・
工
夫
で
用
途

に
応
じ
て
、

自
由
に
形
を
作

っ
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
底

を
組
み
、
胴
を
編
み
、
縁
を
止
め

市
役
所
を
訪
れ
、
甲
斐
田
市
長
に
ス

ズ
ラ
ン
を
寄
贈
す
る
松
井
所
長

(左
)

(
2
/
3
・
市
役
所
)

鈴
田
の
二
本
松
バ
ス
停
を
降
り
て
山
手

の
方
へ
曲
が
る
と
神
社
の
鳥
居
が
あ
っ
て
、

古
い
石
段
が
続
い
て
い
ま
す
。
今
は
大
神

宮
霜
社
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
江
戸
時
代

こ
ま
つ
ご
ん
げ
ん

ま
で
は
古
松
権
現
と
呼
ば
れ
る
神
社
で
し

た
。
天
正
2
年

(
1
5
7
4
)
キ
リ
シ
タ

こちら自由席長崎街道の休憩所
こ まつごんげん

古松権現
(大神宮神社)

春を告げるスズラン寄贈 h. 
z三

12 -

のf圭?A 手簾

る
。
こ
の
作
業
の
な
か
に
、

模
様

を
入
れ
た
り
、
材
料
を
変
え
た
り

し
て
、
い
ろ
い
ろ
と
新
し
い
作
品

が
出
来
上
が
っ
て
い
き
ま
す
。
ペ

ン
立
て
、
ク
ッ
キ
ー
皿
、
果
物
か

ご
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
込

め
て
編
ん
で
い
ま
す
。

い
ろ
ん
な
話
に
花
を
咲
か
せ
な

が
ら
、
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
、
ア
ッ
と
い
う
聞
に
2
時
間
が

過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。

手
作
り
の
作
品
が
家
の
な
か
に

増
え
て
い
く
の
も
と
て
も
楽
し
い

も
の
で
す
が
、

友
達
に
差
し
上
げ

て
喜
ば
れ
る
と
ま
た

一
段
と
熱
が

こ
も

っ
て
き
ま
す
。

私
た
ち
は
、
簸
に
触
れ
て
い
る

と
き
が

一
番
楽
し
い
と
き
で
す
。

定
例
日

毎
月
第
1
・
2
・
3
木

曜
日
、
午
後
1
時
j
3時

場

所

中
地
区
公
民
館

連
絡
先

平
井
(
宮
(⑪
1
7
7
4
)

市役所の市民課窓口などで、春を告げるスズラ

ンの甘い香りが漂い、訪れる人をなごませていま

す。このスズランは、九州電力から毎年各施設な

どに贈られているもので、 2月3日、同大村営業

所の松井所長が、市役所 ・市立病院・福祉センター

などを訪問。ヨーロッパ原産のドイツスズラン数

十鉢を贈呈されました。

花言葉に幸福、やさしさ、純粋さなどの意味を

持ち、西洋諸国では I5月の小さい鐘」などと呼
ばれ、春の訪れを告げる花として親しまれていま

す。

ン
の
寺
社
焼
ぎ
討
ち
に
あ
い
ま
し

か
ん
、
え
い

た
が
、
寛
永
日
年

(
1
6
3
6
)

す
み
の
ぷ

に
藩
主
大
村
純
信
に
よ

っ
て
再
建

さ
れ
ま
し
た
。

明
治
3
年
、
鈴
田
山
庄
ロ
同
の
伊
勢

山
に
祭
ら
れ
て
い
た
大
神
宮
が
こ

の
地
に
移
さ
れ
、
こ
の
時
か
ら
大

神
宮
神
社
と
変
わ
り
ま
し
た
。

こ
の
前
を
通
る
道
が
、
小
倉
と

長
崎
を
結
ぶ
長
崎
街
道
で
す
。
か

つ
て
は
全
国
か
ら
長
崎
へ
向
か
う

多
く
の
旅
人
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
辺
り
は
ち
ょ
う
ど
旅
の

い
や

こ

ま

?

レ
ゆ
く

疲
れ
を
癒
す
所
で
、
古
松
宿
休
憩

所
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
今
で
も
こ

の
付
近
は
、
長
崎
街
道
の
古
き
た

た
ず
ま
い
を
し
の
ば
せ
て
く
れ
ま

す
。

ハペ
U

唱

Ei



市
職
員
の
給
与
な
ど
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

本
市
に
は
、
平
成

6
年

4
月

1
日
現
在
で

9
7
0
人
の
職

員
が
在
職
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
は
病
院
事
業

2
6
0
人
、

ポ
ー
卜
事
業
犯
人
、
下
水
道
事
業
何
人
な
ど
、
特
殊
な
事
業

に
勤
務
す
る
職
員
も
す
べ
て
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
同
規

模
の
都
市
に
比
べ
て
職
員
数
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

給
与
の
し
く
み

給
与
に
は
、
給
料
と
扶
養
手
当
、

通
勤
手
当
、
住
居
手
当
な
ど
が
含

ま
れ
ま
す
。

給
料
は
初
任
給
基
準
に
基
づ
き
、

学
歴
・
経
験
年
数
に
よ
り
算
定
し
、

条
例
で
定
め
ら
れ
た
給
料
表
(
行

政
職
、
教
育
職
、
医
療
職
村
、
口
、

同
の
5
種
類
が
あ
り
ま
す
)
に
よ

り
決
定
さ
れ
ま
す
。

次
に
給
料
が
上
が
る
要
因
に
つ

い
て
は
、
大
別
し
て
定
期
昇
給
と

給
与
改
定
と
が
あ
り
ま
す
。
定
期

昇
給
は
、

1
年
間
良
好
な
成
績
で

勤
務
し
た
実
証
に
基
づ
き
1
号
給

上
位
へ
上
が
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

給
与
改
定
は
、
一
般
的
に
労
使

交
渉
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
民
間

給
与
と
異
な
り
、
公
務
員
の
場
合

は
、
給
与
に
つ
い
て
の
専
門
的
機

関
で
あ
る
人
事
院
が
、
毎
年
4
月

1
日
現
在
で
民
間
給
与
と
の
対
比

を
し
て
、
差
が
あ
っ
た
場
合
に
行

わ
れ
る
人
事
院
勧
告
を
尊
重
し
て

実
施
さ
れ
る
、
国
家
公
務
員
の
給

与
改
定
に
準
拠
し
て
給
料
の
引
き

上
げ
を
行
う
わ
け
で
す
口
こ
れ
を

給
与
改
定
と
い
っ
て
い
ま
す
。

建
設
中
の
心
臓
血
管
病
セ
ン
タ
ー

人件費の状況 (普通会計決算)

区 分 | 住民基本台帳人口

平成6年3月31日現在
76，805人

)
 

a
i
E
E
'
 
(
 人件費率(B/A)

% 

17.4 
円
-
千

B
-
5
 

/
i
¥
一

円
〆
山
ハ叶
U

費

乱
ハ
叫

υ

件

ヮ

リA
生

人歳出額 (A)

千円

27.504.072 年度5 平成

職員給与の状況 (普通会計予算)

1人当り
(B) |給与費(B/A)
千円 | 千円

3，777，949 I 6，593 

計

費

期末勤勉手当

千円

1.113.409 

給

職員手当

千円

399.740 

料

千円

2.264.800 

-ltl与
中口

職員数 (A)

573人

(2) 

分

年度6 

区

平成

職員の初任給の状況
(平成 6年4月1日現在)

区 分 一 般 行 2政年経過 職
初任給 採用 日結科月額

円 円

大 ナ旦'. ー元「て 164.900 178.400 

円
王戸'D 校 ーガ「て 134.900 144.200 

(4) 職員の平均給料月額および平均年齢の状況
(平成6年4月1日現在)

一般行

平均給料月額

319.000 
歳

齢

職

均年

39.10 

政
一平

表
職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

区 分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年
円 円 円

大学卒 242，600 293.200 346，800 
一般行政職

円 円 円
τ田~ ;f六え ←王文「 197，800 242.600 293，200 

(5) 

の

説

明

円

-
表

m
i表
ωに
つ
い
て

財
政
的
な
面
か
ら
職
員
の
給
与

を
み
た
も
の
で
、

5
年
度
決
算
で

の
普
通
会
計
に
お
い
て
人
件
費
が

歳
出
に
占
め
る
割
合
を
示
し
た
も

の
が
表

ωで
、
人
件
費
に
は
特
別

職
の
報
酬
や
共
済
組
合
の
事
業
主

負
担
金
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

表

ωは、
6
年
度
予
算
か
ら
見

(3) 

た
職
員
1
人
当
り
に
要
す
る
経
費

を
み
た
も
の
で
す
。

-14-

-
表

ω
j表
問
に
つ
い
て

職
員
の
平
均
給
料
と
初
任
給
の

状
況
を
示
し
た
も
の
で
、
市
に
は

幼
稚
園
の
教
員
、
病
院
の
医
師
、

看
護
婦
な
ど
の
職
員
が
い
ま
す
が
、

そ
の
中
で

一
番
多
く
の
職
員
が
受

け
て
い
る
一
般
行
政
職
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

表
同
は
、
職
員
が
学
校
卒
業
後

す
ぐ
採
用
さ
れ
た
場
合
の
経
験
年

数
別
の
給
料
月
額
を
示
し
た
も
の

で
す
。

-
表
問
に
つ
い
て

一
般
行
政
職
の
職
員
を
給
料
表

上
の
級
別
に
見
た
も
の
で
す
。

級
別
区
分
は
、
部
長
は
8
級、

課
長
は
8
j
7
級
、
課
長
補
佐
は

6
級
、
係
長
は
6
j
5
級
、
主
査

は
6
i
4
級
、
吏
員
は
3
j
2
級、

事
務
員
、
技
術
員
は
2
j
1
級
と

な
っ
て
い
ま
す
。

-
表
問
に
つ
い
て

期
末
勤
勉
手
当
は
、
一
般
に
ボ
ー

ナ
ス
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

給
料
月
額
に
同
表
の
支
給
割
合
を

乗
じ
た
額
が
職
員
に
支
給
さ
れ
ま

す
。退
職
手
当
は
、
退
職
時
の
給
料

月
額
に
一
定
の
支
給
率
を
乗
じ
た

額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
支
給
率
は

勤
続
年
数
と
退
職
の
事
由
に
よ
っ

t 



て
異
な
り
ま
す
が
、
こ
こ
に
は
そ

の
一
部
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

-
表
側
に
つ
い
て

市
長
な
ど
三
役
の
給
料
お
よ
び

市
議
会
議
員
の
報
酬
を
示
し
た
も

の
で
す
が
、
こ
の
報
酬
な
ど
は
、

市
内
の
各
種
団
体
な
ど
の
代
表
者

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
、
特
別
職

報
酬
等
審
議
会
の
答
申
に
基
づ
い

て
、
市
議
会
に
よ
り
決
定
さ
れ
、

平
成
7
年
1
月
1
日
か
ら
改
定
さ

れ
た
も
の
で
す
。

{注
}
表
川
問
、
山
問
、
川
、
附
は
平

成
6
年
の
給
与
実
態
調
査
に
よ
り

掲
げ
て
い
ま
す
。

-
表

ωに
つ
い
て

職
員
を
部
門
別
に
分
類
し
、
過

去
3
年
間
の
人
員
の
増
減
を
示
し

た
も
の
で
す
。

{注
}
表
問
は
平
成
6
年
の
定
員

管
理
調
査
に
よ
り
掲
げ
て
い
ま
す

が
、
職
員
数
9
7
1
人
の
う
ち
に

は
定
員
管
理
調
査
上
計
上
さ
れ
る

教
育
長

(
1
人
)
を
含
ん
で
い
ま

す
。

平成 7年 3月号広報おおむら

大村公園

行政職の級別職員数の状況 (平成6年4月1日現在)

区 分 8 京及 7 級 6 級 5 級 4 級 3 級 2 級 1 級 計

人 人 人 人 人 人 人 人 人
職 員 妻女 26 25 250 42 24 66 35 18 486 

% % % % % % % % % 
+蕃 成 上ヒ 5.4 5.1 51.4 8.7 4.9 13.6 7.2 3.7 

(6) 

職員手当の状況

期 末 勤勉手当 退 職 手 当

( 6年度支給率) (支給率)
期末手当 勤勉手当

6月期 1.6月分 o . 6月分 自己の都合による退職 定年による退職

1 2月期 1.9月分 O. 6月分 勤続20年 2 1月分 34.65月分

3月期 O. 5月分 勤続25年 28. 3 7 5月分 44.55月分
計 4. 0月分 1.2月分

勤続35年
職務上の段階、職務の

48. 1 2 5月分 63. 5 2 5月分

級等による加算措置 有 最高限度額 6 0月分 63. 5 2 5月分

(7) 

特別職の報酬等の状況

区 分 市 長 助 役 収入役 5義 長 副議長 5義 員

円 円 円 円 円 円
報 酬 等 894.000 742，000 653.000 474.000 402.000 384.000 

期末手当 ( 6年度支給割合) 6月期 1.6月分 12月期 1.9月分 3月期 0.5月分 計 4.0月分

(8) 

平成6年の職員数の増滅状況

部 門 増員数 減員数 差 引 主な増減理由

議 iZZ L 。 O O 
総務企画 6 ム5 市民会舘を教育委員会へ移管

月支
税 務 。 O O 

行
民 生 2 1 +1 老人保健福祉策定計画実施に伴う業務増
衛 生 6 6 O ごみ処理業事増、新し尿処理施設の華街による業務誠

政
戸刀4 働 。 O 。

部
農林水産 O 1 ム1 機構改革による減員

門 商 工 3 O +3 オフィスアルカディ7担当スタッ7の充実
土 木 4 1 +3 建築業務増

特別行政部門 教 コ円民 6 l +5 文化財保護スタッフの充実

A雪主等0~計五部門
病院 6 O 十6 欠員補充
水道 O +1 簡易水道業務増
下水道 O +1 農業集落排水事業供用開始による業務増
その他 。 O O 

イ
定員の状況
部門別職員数の状況 (各年4月 1日現在)

門

特政
別音匹 ， 
行，P9 ノi、
普通会計
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対前年増減数

1i
n
u
n
u
n
U
 

+
 

1
i
一
n
u
一ハ

HU
--
-
一
日
u
n
U
円

L
q
L

+

+

+
+
 

数

443 
116 
116 
559 
260 
55 
45 
52 

員

44乙
111 
111 
553 
254 
54 
44 
52 
404 
957 

職

441 
110 
110 
551 
253 
54 
44 
52 

分

門

会
画
務
生
生
働
産
工
木

一計
一育
一計
一計
一院
道
道
他

一計一
十

企

水

に

コ

一
一-z一面

水
の

一

一

務

林

z
u
一

一

議

総

税

民

衛

労

農

商

土

可

水
下
そ

一小一

引
制
削
同
ぢ
回

目
営
企
業
等
一

教

区

部

般

行

政

部

問
問
ア

(注)職員数は一般職に属する職員数であり 、地方公務員の身分を保有す
る休職者、派遣職員などを含み、臨時又は非常勤職員を除いています。

-15 -

+ 8 
+14 

刊
一
刊

+4 
+5 

412 
971 

403 
954 



• 
中
学
校
入
学
遺
児
に

祝
金
を
支
給
し
ま
す

鑑
ほ
か

祝
金
の
額

3
、0
0
0
円

申
請
・
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
児
童
家
庭

r
h
h
 

，aqι 

対
象
と
な
る
児
童

・
父
ま
た
は
母
の
い
な
い
児
童

-
父
母
が
い
な
く
て
、
父
母
以
外
の
人
に

養
育
さ
れ
て
い
る
児
童

支
給
要
件

4
月
1
日
現
在
で
、
市
内
に

引
き
続
き
3
か
月
以
上
住
所
を
有
し
、

小

学
校

・中
学
校
に
入
学
す
る
児
童

申
請
期
間

3
月
日
日
制
j
白
日
幽

申
請
に
必
要
な
も
の

預
金
通
帳
(
保
護

者
名
義
の
も
の
口
郵
便
局
を
除
く
)
、
印

「地域を支え・地域で支え」

ふれあい福祉教室講演会

市内の公共施設や道路などが、

障害を持つ人や高齢者にとって利

用しやすいか、今後のまちづくり

はどうあるべきか...

「地域を支え -地域で支えJと題
して、ふれあい福祉教室=福祉フォー

ラム=を開催します。

福祉にふれたい人、考えたい人、

ぜひお気軽にご参加ください。多

くの参加者をお待ちしています。

日時 3月12日(日)、 午後1時30分

""'4時
場所福祉センター

問い合わせ社会福祉協議会

(包 ⑬ 13 5 1 ) 

り予防接種法改正のお知らぜう
予防接種法が改正になり、今まで「国民の義務jであっ
た予防接種が、受けるよう努めなければならないという
「努力義務JとなりましたO これに伴い、対象疾病および
対象年齢も改正されました。
詳しくは 「広報おおむらJ4月号または、平成 7年度版
「健康のしおり」をご覧ください。

。対象疾病 O対象年齢 (平成 7年4月以降)

長寿おめでとうございます

100歳の小林さん

予防接種名 対象年齢

ジフテリア、

百日咳、破傷風 生後 3 か月 ~90か月

(=種混合)

ポ 1) オ 生後 3 か月 ~90か月

麻 し ん 生後12か月""'90か月

風 し ん 生後12か月 ~90か月

日 本脳炎 生後 6 か月 ~90か月

B C G 生後 3 か月 ~48か月

目法

ジフテリア、百日咳、
ポリオ¥ 日本脳炎、麻
しん、風しん、 BCG  ¥ 
ワイル病、インフルエ
ンザ、コレラ

+ 

tlp.峨
「・ザ長¥

「いつまでもお元気でJと小林キサさん(中央)
に祝賀状と長寿祝金などを贈る甲斐田市長

(2/10・中津病院)
改正後

ジフテリア、百日咳、
ポリオ、 日本脳炎、麻
しん¥風しん、 BCG  、
E度{纂j歪L

※インフル工ンザ(任意接種)

/ ¥ 

健康子ιホ〉骨ービス
B 23-4646 

月 失語症

3 火 成人のそけい部のヘルニア
の月 水 赤ちゃんのおへその病気
ア 木 アトピ-性皮膚炎のスキンケア

金 歯石マ
¥4 
土・日 更年期のホルモン補充療法

グ

ハh
U

1
，ょ

小林キサさん(明治28年生まれ)が、 2

月10日で満100歳を迎えられ、 甲斐田市長は

同日、お祝いのため入院先の中津病院(東

大村1丁目)を訪れました。

小林さんは、車椅子で移動されています

が、昨年の春ごろまで歩行が可能。95歳ま

では、農作業や大好きなゲートボールを楽

しんでおられたそうです。

甲斐田市長が 「いつまでもお元気で長生

きされますように」と励まし花束を贈ると、

病院関係者や家族の人たちから祝福の拍手

が送られました O

市内の100歳以上の長寿者は 4人となりま

した。



国
民
健

被
γ
保

険

者

証

退
職
被
保
険
者
証

カi

4
月
1
日
カ
ら
変
わ
り
ま
す

現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
、
退
職
被
保
険
者
証

は
3
月
紅
白
で
査
幼
期
限
が
切
れ

ま
す
。
4
月
か
ら
は
新
し
い
被
保

険
者
証

(オ
レ
ン
ジ
色
)
・
退
職

被
保
険
者
証

(緑
色
)
に
変
わ
り

ま
す
。
被
保
険
者
証
は
3
月
下
旬

に
郵
送
し
ま
す
が
、
4
月
に
な
っ

て
も
届
か
な
い
場
合
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

平成7年3月号

新
し
い
被
保
険
章
祉
が
届
い
た
ら
、

@
被
保
険
者
証
の
内
容
に
誤
り
が

あ
れ
ば
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

@
4
月
か
ら
病
院
に
か
か
る
場
合

は
、
必
ず
新
し
い
被
保
険
者
証

(
オ
レ
ン
ジ
色
ま
た
は
緑
色
)
を

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

@
職
場
の
社
ム
藻
険
に
加
入
し
た

人、

市
外
に
転
出
し
た
人
で
、
被

保
険
者
証
の
抹
消
屈
を
し
て
い
な

い
人
は
早
く
届
け
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。

@
仕
事
を
や
め
て
新
た
に
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人
は
、
社
会
保
険
な
ど
が
切

れ
た
証
明
書
を
持
参
し
て
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
退
職
者
医

療
該
当
者
は
必
ず
年
金
証
書
も
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

広報おおむら

皆
さ
ん
が
納
入
さ
れ
る
保
険
税

は
診
療
費
に
充
て
ら
れ
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
保
険
税
に
未
納
が
あ

る
と
診
療
費
の
支
払
い
が
困
難
に

な
り
ま
す
。
国
保
制
度
の
運
営
を

維
持
す
る
た
め
に
は
、
比
白
様
方
加

入
者
の
協
力
が
な
く
て
は
な
ら
な

い
も
の
で
あ
り
、
未
納
が
あ
る
と

制
度
の
運
営
に
支
障
を
き
た
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。

保
険
税
に
未
納
の
あ
ら
れ
る
世

帯
に
つ
き
ま
し
て
は
、
納
税
相
談

の
機
会
を
多
く
す
る
た
め
に
も
直

接
本
人
に
交
付
す
る

「短
期
保
険

証
制
度
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

制
度
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、

未
納
の
保
険
税
に
つ
き
ま
し
て
は

早
急
に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

保
険
年
金
課
保
険

係

・税
務
課
収
納
係

え』下

羽
町
/
臨

を

戸
p

r

r
f
J

引
υμ
仙

組

114

「
叫
訟
J11L
P
d
J
i

豊
明一一関駐仏

際

f
i

一
a長，

J

一て

の

ヒ

診再又

圏虜隼金保険潤の舗砂恵なもはあり宗管んガ
国
民
年
金
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

市
議
会
議
長
賞

「
い
つ
も
朗
ら
か
」

平
成
6
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は
4

月
お
日
が
納
付
期
限
と
な

っ
て
い
ま
す
。

期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
が
納
め
ら
れ
た
保
険
料
は
、
確

定
申
告
時
に
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

し
て
、
全
額
が
課
税
対
象
の
所
得
か
ら
差

し
引
か
れ
ま
す
。

。
納
付
に
便
利
な
口
座
振
替
を
f

金
融
機
関
に
通
帳
、
届
出
印
、
納
付
書
を

持
参
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
翌
月

分
か
ら
毎
月
自
動
的
に
振
替
、
え
ら
れ
ま
す
。

。
納
付
組
合
で
ま
と
め
て
納
付
を
し
ま
せ

ん
か
f
5
人
以
上
で
納
付
組
合
を
作
り
保
険
料

を
取
り
ま
と
め
て
納
付
す
る
と
、
報
償
金

が
支
給
さ
れ
ま
す。

詳
し
く
は
年
金
係
へ
ご
担
談
く
だ
さ
い
。 福山泰子さんの作品 (池田 1丁目)

平
成

7
年

度

放

課

後

学
童
保
育
入
所
児
童
募
集

申
し
込
み
お
よ
び
説
明
会

。
3
月
5
日
間
、
午
前
日
時
j

日
時

・
と
ま
と
ク
ラ
ブ
(
大
村
幼
稚
園
内

包
⑪
6
4
3
8
)

-
さ
く
ら
ん
ぼ
ク
ラ
ブ
(
中
央
幼
稚
園

内
包
@
3
3
3
9
)

-
あ
さ
ひ

っ
こ
ク
ラ
ブ
(
木
場
の
パ
ス

方
向
転
換
所
前
宮
@
6
2
9
0
)

。
3
月
ロ
日
側
、
午
前
日
時
j

日
時

・
に
ん
じ
ん
ク
ラ
ブ
(
大
川
田
の
ゲ
ー

ト
ボ
1
ル
場
前
宮
⑪
4
3
3
4
安
井
)

0
3
月
四
日
佃
、
午
前
日
時
j

日
時

・
く
さ
ぶ
え
ク
ラ
ブ
(
富
の
原
小
学
校

横
ま
る
た
か
商
届
前
宮
@
1
5
8
2
)

※
印
か
ん
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

大
村
子
供
の
家

家
庭
養
育
セ
ン
タ
ー
開
設

家
庭
養
育
セ
ン
タ
ー
を
4
月
1
日

か
ら
開
設
し
ま
す
。

-
デ
イ
ケ
ア
l
(
昼
間
保
育
)

保
護
者
の
急
病
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
で
保

育
に
困
ら
れ
る
場
合

-
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
(
短
期
入
所
)

保
護
者
が
突
然
の
入
院
、
長
期
出
張
な

ど
で
養
育
が
困
難
な
場
合

-
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ
(
タ
首
査
費
護
)

父
子
家
庭
な
ど
で
、
仕
事
な
ど
の
帰
宅

が
夜
間
と
な
る
場
合

-
学
童
保
育
(
こ
ぐ
ま
ク
ラ
ブ
)

共
働
き
家
庭
で
、
小
学
校
低
学
年
の
子

ど
も
の
鍵
っ
子
支
援

※
セ
ン
タ
ー
内
の
他
の
施
設
も
学
習

会
、
趣
味
の
集
い
な
ど
に
利
用
で
き

ま
す
。

問
ド
合
わ
せ

社
会
福
祉
法
人
大
村

子
供
の
家
、
家
庭
養
育
支
援
セ
ン
タ
ー

(宮
@
8
3
1
9
・F
A
X
@
4
6
6
1
)

大
村
健
康
ウ
オ

l
ク
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

さ
あ
春
で
す
。
野
外
で
の
び
の
び
健

康
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

例
会

毎
月
1
回
(
日
曜
日
)

近
傍
の
コ

l
ス
約
日
1
m
i
m
-m
を

歩
き
ま
す
。

3
、
0
0
0
円

(
保
険
料
を

年
会
費

含
む
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

川
島
(
宮
(⑪
4
2
8
2
)

ワ-
4

，i
 



平
成
7
年
度

建
設
工
事
な
ど
の

指
名
願
の
申
請
を

平
成
7
年
度
に
市
が
行
、
つ
建
設

工
事
や
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
業
務
な
ど
の
競
争
入
札
に
参

加
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
次
の
と

お
り
参
加
資
格
審
査
申
請
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

要
件

①
建
設
工
事
:
・
建
設
業
の

許
可
を
有
し
、
か
つ
経
営
事
項
の

審
査
を
受
け
て
い
る
人

②
測
量

・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

な
ど
・
:
営
業
に
関
し
、
法
律
上
必

要
と
な
る
資
格
を
有
す
る
人

申
請
期
間

3
月
1
日
側
j
担
日

ω
 

申
請
書
類

建
設
省
統
一
様
式
の

ほ
か
、
市
独
自
様
式
が
あ
り
ま
す

の
で
取
り
寄
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ

管
財
課
監

理
係

第
お
回
教
育
講
演
会

詩
(
う
た
)
が
、
つ
ま
れ
る
と
き
・:
口

「
の
は
ら
う
た
」
「ゴ

リ
ラ
は
ご
り

ら
」
の
作
者
で
あ
る
工
藤
直
子
さ

ん
が
詩
の
世
界
を
語
り
ま
す
。

日
時

3
月
四
日
出
、
午
後
2
時

j
4
時

場
所
市
コ

ミ
セ
ン

演
題
「
自
然
を
詩
う
ー
く
ど
う

な
お
こ
の
は
ら
う
た
の
世
界
|
」

講
師

工
藤
直
子
氏
(
児
童
文
学

作
家

・
詩
人
)

入
場
料

無
料

主
催

教
育
委
員
会

午前10時

塁手
3月4日(封、
~午後3時
市コミセン

大村生活学校

会員の作品展、チャリ

ティー即売会(衣料品、

食料品、食器など)ほか

みなさん、お誘い合わせの

うえ、お出かけください。

日時

所

催

容

場

主

内

問
い
合
わ
せ

市
コ
ミ
セ
ン
(
宮

@
3
1
6
1
J
 

電
話
加
入
権
を
公
売

直子氏

市
税
滞
納
に
よ
り
差
し
押
さ
、
え

た
電
話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す
。

日
時

3
月
日
日
側
、
午
後
1
時

ο子
q
u
Aノ

場
所

市
役
所
第
8
会
議
室

公
売
方
法
一

般
競
争
入
札

代
金
納
付
期
限
即
納

持
参
す
る
も
の
印
鑑

・
代
理
人

の
場
合
は
委
任
状

公
売
台
数

若
干

問
い
合
わ
せ

税
務
課
収
納
係

※
N
T
T
の
譲
渡
承
認
が
得
ら
れ

な
い
場
合
は
、
売
却
決
定
を
取

り
消
し
ま
す
。
な
お
、
公
売
開

始
前
ま
で
に
完
納
さ
れ
た
も
の

に
つ
い
て
は
、
公
売
を
中
止
し

ま
す
。

工藤

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦

覧
期
間
お
よ
び
納
期
を
変

更
し
ま
す

平
成
7
年
度
税
制
改
正
の
審
議

に
よ
り
、
課
税
事
務
が
大
幅
に
遅

れ
る
た
め
、
課
税
台
帳
の
縦
覧
お

よ
び
納
期
を
次
の
と
お
り
変
更
し

ま
す
。

縦
覧
期
間

4
月
3
日
間

j
m日

伺時
間

午
前
8
時
却
分
j
午
後
5

時
日
分

※
土
曜
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
は

除
き
ま
す
。

場
所

税
務
課

本
人
以
外
の
人
が
縦
覧
す
る
場

合
は
、
委
任
状
ま
た
は
承
諾
書
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

納
期

1
期
・:
5
月
日
日
叩
j
h
u

日
側
※
2
期
以
降
の
納
期
は
変
更
あ
り

ま
せ
ん
。

塵
芥
収
集
車
を
公
売

物
件
①
塵
芥
収
集
車

位
年
式
い
す
f

(

軽
油
車
)

入
札

3
月
9
日
側
、
午
後
2
時

入
札
場
所

清
掃
課
(
森
園
町
)

公
売
方
法
一

般
競
争
入
札

入
札
保
証
金

入
札
見
積
額
の

1

0
0
分
の
5
以
上
の
現
金

代
金
納
入
方
法

即
納

※
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

財
政
課
用
度
係

図
書
館
・
史
料
館
を

休
館
し
ま
す

図
書
・
資
料
の
整
理
・
点
検
、

カ
l
ド
目
録
の
整
備
な
ど
の
た
め

休
館
し
ま
す
。

期
間

3
月
比
日

ω
j
m日
幽

な
お
、

3
月
ロ
日
出
ま
で
通
常

ど
お
り
図
書
の
貸
し
出
し
は
行
い

ま
す
。

なかちく

公民館まつり
中地区公民館を定例的に利用して

いるグループが、日ごろの活動成果を

発表します。多数お出かけください。

各グループへの参加は、 誰でも、

いつでもできます。この機会に何か

はじめてみませんか。

-
舞
台
発
表
の
部

3
月
5
日
目
、
午
前
叩
時
j
午
後

5
時
内
容

民
踊
・
詩
吟
・
剣
詩
舞
・

コ
ー
ラ
ス
・
日
舞

・
ア
l
ト
バ
レ

エ
・
健
康
体
操
・
大
正
琴
・
露
両

・

レ
ク
ダ
ン
ス
・
扇
舞
・

3
B
体
操

ほ
か
.
展
示
発
表
の
部

3
月
刊
日
出
j
吃
白
川
町
、
午
前
9

時
j
午
後
4
時
叩
分

内
容

水
彩
画
・
油
絵

・
木
彫
・

木
目
込
人
形
・
刺
し
ゅ
う
・
フ
ラ

ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
・
藤
手
芸
・
お
り

が
み
・
手
あ
み

・
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・

参
加
し
ま
せ
ん
か

本
好
き
の
子
ど
も
に
育
て
る
に

は
、
読
ん
で
あ
げ
る
の
が
一
番
の

近
道
で
す
。
親
子
で
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

n
H
U
 

噌

Ei

生
花

・
紙
ネ
ン
ド
・

写
真

・和
裁・

茶
花
・
俳
句

・
書
・
和
紙
ち
ぎ
り

絵

・
ヨ
ガ
ほ
か

茶
会
・
:
展
示
期
間
の
2
日
間
(
茶

券
は
当
日
会
場
で
発
売
し
ま
す
)

着
物
着
付
実
演
・
:
日
日
j
ロ
日
、

午
後
2
時
か
ら

@
バ
ザ
l

う
ど
ん
・
カ
レ
l

・

ケ
i
キ

・
五
日
め
し
・
コ
ー
ヒ
ー
-

手
づ
く
り
品
な
ど

@
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル

3
月
ロ
日

回
、
午
前
日
時
i
正
午

場
所

中
地
区
公
民
館

(
宮

@
1
3
7
6
)

日
時

毎
週
月
曜
日
、
午
後
3
時

j
3時
初
分

場
所

中
地
区
公
民
館

内
容

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
ほ
か

対
象

幼
児
・
小
学
低
学
年

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
母
さ
ん
方

の
協
力
で
す
。
参
而
費
は
無
料
。

問
い
合
わ
せ

中
地
区
公
民
館

(
宮

@
1
3
7
6
)



市
民
税
・
県
民
税

国
民
健
康
保
険
税

3
月
は
次
の
日
程
で
申
告
を
受

け
付
け
ま
す
。
申
告
受
付
日
に
都

合
が
つ
か
な
い
人
や
、
2
月
の
申

告
受
付
日
に
申
告
で
き
な
か
っ
た

人
は
、
お
早
め
に
市
役
所
大
会
議

室
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
告
期
限
日
は
3
月
日

日
偏
ま
で
で
す
。

ま
た
、
未
申
告
の
場
合
、
所
得

証
明
な
ど
の
交
付
や
国
民
健
康
保

険
税
の
軽
減
制
度
の
適
用
も
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
申
告
を

納
税
は
期
限
内
に

平成7年 3月号

確
定
申
告
に
よ
る
所
得
税
の
納

期
限
は
、
申
告
期
限
と
同
じ
3
月

日
日
同
で
す
。
期
限
内
に
納
税
を

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
振
替
納
税
を
利
用
し
て

い
る
人
は
、
あ
ら
か
じ
め
指
定
さ

れ
た
預
貯
金
口
座
の
残
高
を
確
認

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
納
期
限

を
過
ぎ
ま
す
と
、
未
納
と
な
っ
て

い
る
税
額
に
対
し
年
比
・
6
%

(
5
月
日
日
開
ま
で
は
年
7
・
3

%
)
の
延
滞
税
が
か
か
り
ま
す
。

な
お
、
一
度
に
納
め
ら
れ
な
い

と
き
は
、
確
定
申
告
で
納
め
る
こ

と
に
な
る
税
額
の
2
分
の

l
以
上

を
3
月
日
日
側
ま
で
に
納
め
、
残

り
の
税
額
を
5
月
白
日
嗣
ま
で
延

広報おおむら

4 

の
申
告
は
お
早
め
に

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
税
務
課
市
民
税
係

地区 申告受付日 場所

三浦・萱瀬 3月 1日(水)
三浦・萱瀬
出 張 所

福重・鈴田 3月2日(木)
福重・鈴田
出 張 所

松原・竹松
3月3日(金)

松原・竹松
(農業のある世帯) 出 張所

大村・西大村 3月6日(月)市役所
(農業のある世帯)3月7日(火)大会議室

納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、
延
納
期
間
中
は
、
延
納
す
る

税
額
に
対
し
年
7
・
3
%
の
利
子

税
が
か
か
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
諌
早
税
務
署
(
宮

@
1
3
7
0
)
へ

。

コ
ミ
セ
ン

サ
タ
デ
l
ナ
イ
ト
コ
ン
サ
ー
ト

午前8時30分~午後4時

日
時
3
月
日
日
出
、
午
後
7
時

開
演
(
午
後
6
時
初
分
開
場
)

場
所
市
コ
ミ
セ
ン

入
場
料
無
料

出
演
団
体
ダ
・
カ
l
ポ

問
い
合
わ
せ
市
コ
ミ
セ
ン

(
宮
⑪
3
1
6
1
)

銃
砲
万
剣
類

登
録
審
査
会

受付時間

日
時
3
月
四
日
回
、
午
後
1
時

j
3
時

場
所
セ
ン
ト
ヒ
ル
長
崎
(
長
崎

市
筑
後
町
)

当
日
持
参
す
る
も
の
①
当
該
銃

砲
万
剣
類
②
万
剣
類
発
見
届
出

済
証
③
申
請
者
本
人
の
印
鑑

(
認
印
可
)

登
録
手
数
料

※中地区公民館は公民館まつりのため休みます。

問い合わせ 視聴覚ライブラリー

(市コミセン内包@3161)

-キラキラ
・かさこじぞう
.ツルの舞踏会

‘1 
署 9 問 1・1・
お 5ぃ件登件登
よ 8合録録
び⑫わ 2証 5 証
派 1せイ更 2、25
出 1 ;.. 3ι 川。λO 川
所 1県。付。手
百 1文円手円叡
十て化毅料

室寄空 料
木警告

察 O

け
ん
お
う
農
業

フ
エ
ス
タ
開
催

県
央
地
域
で
と
れ
た
新
鮮
な
農

林
水
産
物
や
特
産
物
の
展
示
即
売

会
が
「
干
拓
の
里
」
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

日
時
3
月
四
日
間
、
午
前
日
時

j
午
後
4
時

場
所
ゅ
う
ゅ
う
ラ
ン
ド

「干
拓

の
里
」
(
諌
早
市
小
野
島
町
)

入
場
無
料

問
い
合
わ
せ
諌
早
市
特
産
振
興

課
(
宮
⑫
1
5
0
0
)
、
市
農
林

水
産
課

、，

4腰、，

4 野
岳
湖
キ
ャ
ン
プ
場
の

申
し
込
み
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た
グ

野
岳
湖
キ
ャ
ン
プ
場
の
利
用
は
、

前
日
ま
で
に
必
ず
予
約
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
ま
た
予
約
は
、
利
用

さ
れ
る
日
の
2
か
月
前
か
ら
受
付

可
能
と
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課
ま
た
は
、
野
岳
湖

管
理
事
務
所
(
宮
@
8
2
5
4
)

個
人
住
宅
建
設
資
金
利
子
補
給
金

H
平
成

6
年
度
分
申
し
込
み
は
3
月
引
日
ま
で
に
H

市
で
は
、
個
人
住
宅
の
建
設
促

進
を
図
る
た
め
、
住
宅
建
設
資
金

の
融
資
を
利
用
し
て
個
人
住
宅
を

取
得
し
た
人
に
、
利
子
補
給
金
の

支
給
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

次
に
該
当
す
る
人
は
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

利
子
補
給
金
を
受
け
ら
れ
る
人

①
住
宅
建
設
資
金
の
融
資
(
8
0

0
万
円
以
上
)
を
受
け
、
市
内
に

自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
の
新

栴
晶画除 寺，

、¥..

10:30~ 11 :30 1 14:00~ 15 :00 時日

築
(
居
住
し
た
こ
と
の
な
い
住
宅

の
購
入
を
含
む
)
お
よ
び
増
改
築

を
お
こ
な
っ
た
人

②
住
宅
建
設
資
金
の
最
初
の
償
還

月
が
、
平
成
6
年
4
月
1
日
か
ら

7
年
3
月
白
日
ま
で
に
該
当
す
る

人利
子
補
給
金
額
年
間

一
律
4
万

円
(
1
か
年
限
り
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課

福重出張所

中地区公民館 i西大村コミセン

-19-

三浦出張所

萱瀬出張所

視聴覚ライブラリー

(市コミセン内包@3161)

松原出張所

鈴田出張所

竹松出張所

市コミセン

3月27日
(月)

3月28日
関

3月29日
制。

3月30日
側

3月31日
働

問い合わせ
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平
成

7
年
度
学
校
週

5
日
制
対
応
事
業

大村湾をきれいにする会大村支部では、ふるさとの

きれいな川や海を子どもたちに残そうと、年2回(3 

月と 8月ごろ)沿岸清掃を毎年行っています。(8月
は大村湾全域で実施されますが、 3月は大村独自で、行っ

ています。)

市民の皆様のご参加をお願いします。

市民会場 大村公園先沿岸(史跡新蔵波止付近)

〔玖島川~大高ボー

ト部艇庫前沿岸〕

(合成洗剤を追放す

る大村市連絡会 〈町

内会も加入〉担当区

域)

日時 3月5日(日)、

午前7時30分 (1時
間半程度)

事務局環境保全課

ジ
ュ
ニ
ア
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
受
講
者

昨年3月実施された沿岸清掃 (大村公園先沿岸)

集合場所

た
ま
に
は
、
自
分
で
作
ろ
う
。

お
か
あ
さ
ん
に
負
け
な
い
楽
し
い

料
理
を
学
び
ま
す
。

期
間

4
月
8
日
j
平
成
8
年
3

月
9
日
(
毎
月
第
2
土
曜
日
、
午

前
9
時
初
分
j
正
午
。
た
だ
し
、

8
月
は
除
き
ま
す
。
)

場
所
市
コ
ミ
セ
ン

対
象
・
定
員
中
学
1
年
生
j
3

年
生
(
男
女
を
問
わ
ず
)
犯
人

受
講
料
無
料
(
材
料
費
は
、
実

費
で
日
回
分
5
、
5
0
0
円
程
度
)

諌
早
料
理
学
院

講
師
先
生
申
込
方
法
往
復
ハ
ガ
キ
に
、
住

所
・
氏
名
・
年
齢
(
学
校
名
、
新

学
年
)
・
性
別
・
電
話
番
号
・
講

座
名
を
書
い
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

申
込
期
限
3
月
払
日
幽
(
必
着
)

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

中
央
公
民
館
(
幸
町
お
j
お
宮
@

3
1
6
1
)
 

柳
原
淳

※なお、当日は長靴

をはいて来てくだ

さい。(道具類、軍

手は用意します)

※雨天の場合は中止

します。

-
国
公
立
2
万
8
0
0
0
円

・
私
立
3
万
4
、
0
0
0
円

男
子
・
女
子

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
選
手

問
い
合
わ
せ
市
コ
ミ
セ
ン
(
宮

⑪
3
1
6
1
J
 

ガールスカウト

長崎県第7団

スカウト

お
お
む
ら
太
鼓
連

結
成
叩
周
年
記
念

⑨
大
村
市
奨
学
生

3
月
日
日
制
j
5
月

応
募
資
格
①
年
齢
:
-
U
歳
以
上

お
歳
未
満
(
昭
和
U
年
5
月
幻
日

j
日
年
5
月
幻
日
生
ま
れ
の
人
)

②
身
長
・
:
1
7
0
個
以
下
小
峯
皐
:

男
幻
j

日
旬
、
女
M
M
j
m
同
③
視

力
・
:
裸
眼
(
メ
ガ
ネ
・
コ
ン
タ
ク

ト
レ
ン
ズ
使
用
不
可
)
で
両
眼
と

も
0
・
8
以
上
(
色
盲
不
可
)

応
募
締
切
4
月
お
日
制

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

間
長
崎
県
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競

走
会
(
宮
@
6
1
9
4
)

募
集
期
間

1
i
門
口
日
川

資
格
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

の
子
弟
で
、
高
校
・
国
立
高
専
・

短
大
・
大
学
に
在
学
中
(
4
月
進

学
予
定
者
を
含
む
)
の
人
の
う
ち
、

経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
困
難
で

か
つ
、
人
物
・
学
業
共
に
優
れ
て

い
る
人
。

貸
与
月
額

・
高
校
、
高
専
1
万
円

-
大
学
、
短
大
1
万
5
、
0
0
0
円

た
だ
し
高
校
、
高
専
に
つ
い
て

は
他
制
度
と
の
併
給
制
限
あ
り
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
庶
務
課

高
校
・
大
学
奨
学
生

全
九
州
和
太
鼓

響
演
会

⑨
長
崎
県
育
英
会
奨
学
生

大
分
県
湯
布
院
源
流
太
鼓
を
は

じ
め
、
九
州
各
県
お
よ
び
県
内
よ

り
、
約
日
チ
l
ム
が
集
い
ま
す
口

力
強
い
太
鼓
の
音
を
聴
き
に
来

て
く
だ
さ
い
。
入
場
は
無
料
で
す

の
で
、
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日
時
3
月
4
日
出
、
正
午
j
午

後
5
時

場
所
市
民
会
館

問
い
合
わ
せ
お
お
む
ら
太
鼓
連

(
宮
@
8
8
0
3
・
田
中
)

3
月
日
日
附
j
5
月

募
集
期
間

日
日
凶

資
格
県
内
に
1
年
以
上
住
所
を

有
す
る
人
の
子
弟
で
、
大
学
に
在

学
中
の
人
の
う
ち
、
経
済
的
理
由

に
よ
り
傍
字
困
難
で
か
つ
、
人
物
・

学
業
共
に
優
れ
て
い
る
人
。

※
日
本
育
英
会
と
の
併
願
は
で
き

ま
せ
ん
。
原
則
と
し
て
新
1
年

次
の
み
対
象
で
す
。

貸
与
月
額

対
象
小
学
校
新
1
年
生

申
込
方
法
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏

名
・
保
護
者
名

・
学
校
名
・
電
話

番
号
を
明
記
し
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
込
先
鶴
計
子
(
植
松
1
丁
目

白

j
7
8
@
1
4
8
9
)

申
込
期
限
3
月
刊
日
幽

※
少
女
た
ち
の
健
全
育
成
に
お
手

伝
い
を
し
て
く
だ
さ
る
リ
ー
ダ
ー

も
募
集
し
て
い
ま
す
。

中
地
区
公
民
館

管
理
人
(
住
込
)

入
居
場
所
中
地
区
公
民
館

入
居
条
件
配
偶
者
ま
た
は
成
人

の
家
族
と
同
居
で
き
る
人
で
、
平

日
は
午
後
5
時
日
分
か
ら
翌
朝
8

時
叩
分
ま
で
、
土
曜
・
日
曜
・
祝

日
は
終
日
管
理
で
き
る
人

入
居
予
定
日
4
月
1
日
出

申
込
期
限
3
月
刊
日
幽



電，

幼
児
交
通
安
全
〈
こ
ぐ
ま
ち
ゃ
ん
)
ク
ラ
フ
参
加
者

幼
児
ク
ラ
ブ
と
は
、
幼
児
の
交

通
事
故
防
止
の
た
め
、
親
と
子
が
、

公
民
館
な
ど
を
月
に
1
回

(1
時

間
程
度
)
利
用
し
、
交
通
ル

l
ル

を
身
に
つ
け
て
い
く
も
の
で
す
。

会
費
な
ど
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
ク
レ
ヨ
ン
を
持
っ
て
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

実
施
場
所

柴
田
団
地
・
久
原
第

2
団
地
各
集
会
場
、
池
田
ア
パ

l

大
村
東
彼
地
区

保
健
衛
生
連
絡
協
議
会

事

務

職

員

採
用
人
員

女
子
事
務
職
員
1
人

応
募
資
格

①
幻
歳
以
下
の
未
婚

者
②
両
卒
以
上
の
学
歴
を
有
す
る

平成7年3月号

市営住宅入居者
種別 住宅名 戸数 間取り 家賃(月額・円)

1種 久原第二 1 3DK 21.200 

池田 1 3 K 15.500 

2種 原口 2 3DK 20，500 

古賀島 1 3DK 25.500 

広報おおむら

ト
集
会
所
、
木
場
コ
ミ
セ
ン
、
宮

小
路

・
中
里
、
原
口
住
宅
・
小
路

口
光
・
松
並
2
丁
目

・
中
地
区
・

古
賀
島
西

・
古
町
第
6
区

・
諏
訪

各
公
民
館

※
実
施
日
程
は
、

4
月
に
回
覧
板

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

大
村
市
交
通
安
全

協
会
(
宮
(⑪
9
8
8
9
)

人
③
市
内
在
住
者
④
普
通
自
動
車

免
許
所
有
者

応
募
締
切

3
月
刊
日
制

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

大
村

東
彼
地
区
保
健
衛
生
連
絡
協
議
会

(
西
三
城
町
ロ
大
村
保
健
所
内

包
(⑪

2
1
9
3
)

。

補

助

・
郡
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
森
園
運
動
広
場

ナ
イ
タ
ー
使
用
の
チ
l
ム
は

登
録
が
必
要
で
す

登
録
内
容

責
任
者
、
保
証
人
、

チ
1
ム
名
簿
、
雨
天
返
納
の
た
め

の
銀
行
口
座

ナ
イ
タ
ー
の
抽
選
日

毎
月
初
日

に、

翌
月

(
1
日
j
月
末
)
の
分

を
調
整
し
ま
す
。

※
却
日
が
土

・
日
・
祭
日
の
と
き

は
、
次
の
平
常
日
が
抽
選
日
で

す
。

※
抽
選
日
の
前
日
ま
で
に
登
録
の

な
い
チ
l
ム
は
、
そ
の
と
き
の

内り
ふ
川
付分ハU

円
べ

U時ハU
4
E
i
 

前
川午

倒

何

回

せ

日

日

日

わ

目

別

1
合

月

月

月

い

3

3

4
問

限

日

日

み

団

選

居

叫

申

抽

入

申

申込用紙配布 3月6日(月)から

申込期間 3 月 13 日 (月)~ 1 5 日 (水)

入居予定者の決定 応募者が募集戸数より

多い場合は、公開抽選により決定します。

入居時期(予定)4月初旬ごろ

申し込み・問い合わせ 県住宅供給公社大

村事務所 (ft@68 2 5県営パスターミナ

ル2階)

建築課住宅係

県営住宅入居者

平成 6年度

『スポーツ賞j(追加表彰)

抽
選
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

抽
選
時
間

(
時
間
厳
守
)

-
森
園
運
動
広
場
・:
午
後
1
時

-
郡
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
:
・午
後
2
時

・
補
助
グ
ラ
ウ
ン
ド
:
・午
後
3
時

抽
選
会
場

市
役
所
第
6
会
議
室

※
4
月
か
ら
ナ
イ
タ
ー
点
灯
は
カ
i

ド
式
に
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

1
月
白
日
、
ス
ポ
ー
ツ
で
活
躍

さ
れ
た
、

1
個
人
2
団
体
に
『
ス

ポ
ー
ツ
賞
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
次
の

方
々
で
す
。

(
敬
称
略
)

ス
ポ
ー
ツ
賞

-
吉
田
真
弓

(η
・
古
町

1
丁
目
)

陸
上
H
九
州
大
会
1
0
0
m
優
勝

・
大
村
高
校
剣
道
部
女
子

全
国
選
抜
大
会
準
優
勝

・
郡
中
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

九
州
新
人
大
会
準
優
勝

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

ー
ー
ー
小
さ
な
掛
金
、
大
き
な
補
償
ー
ー
ー

平
成
7
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
安
全

保
険
の
加
入
受
け
付
け
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

子
ど
も
会
や
運
動
ク
ラ
ブ
な
ど

5
人
以
上
の
団
体
で
あ
れ
ば
加
入

で
き
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
保
険
で
万

一
の
け
が
や
賠
償
責
任
、
突
然
死

な
ど
の
事
故
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

掛
金

(
1
人
年
額
)

子
供
や
文
化
活
動
が

4
0
0円、

一
般
は

1
、
3
0
0
円

(
老
人
ク

ラ
ブ
団
体
は

6
0
0
円
)

補

償

・

事
故
に
よ
る
死
亡

・
後

遺
障
害
2
、
0
0
0
万
円
(
老
人

ク
ラ
ブ
団
体
は

5
0
0万
円
)

第
包
回

防
火
少
年
剣
道
大
会

火
災
予
防
思
想
の
普
及
を
図
る

た
め
、
市
内
各
地
区
の
少
年
剣
士

約
6
0
0
人
を

一
堂
に
会
し
、
防

第
刊
は
回
大
村
東
彼
地
区

卓
球
大
会

期
日

3
月
ロ
目
印
刷

場
所

市
民
体
育
館

時
間

午
前
9
時
却
分

種
目

シ
ン
グ
ル
リ
中
学
男
子
、

同
女
子
、
一
般
男
子
A
、
同
女
子
、

-
入
院
1
日
に
つ
き

4
、
0
0
0

円

(
老
人
ク
ラ
ブ
団
体
は

1
、
8

0
0
円
)
・
通
院
1
日
に
つ
き

1
、

5
0
0円
(
老
人
ク
ラ
ブ
団
体
は

1
、0
0
0
円
)

賠
償
責
任

対
人
1
億
円
、
対
物

5
0
0
万
円
、
突
然
死
お
よ
び
日

射
病
な
ど
の
見
舞
金

1
2
0
万
円

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
長
崎
県
支
部

(2
0
9
5
8
@
3
0
2
4
)
 

※
加
入
申
込
書
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課

・
市
民
体
育
館

・
屋
内
プ
ー

ル
に
あ
り
ま
す
。

火
少
年
剣
道
大
会
を
開
催
し
ま
す
口

日
時

3
月
5
日
回
、
午
前
9
時

初
分
開
始

場
所

市
民
体
育
館

主
催

大
村
市
危
険
物
安
全
協
会

主
管

大
村
消
防
署

一
般
男
子
B
、
同
女
子

ダ
ブ
ル
ス
H
男
子

・
女
子

資
格

大
村
東
彼
に
在
住
・
存
動
・

在
学
中
の
人

申
込
期
限

3
月
3
日
制

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
卓
球
協
会
(
宮
⑬
4
1
1
1

内
線
1
2
6

中
嶋
)

噌

E
i
n
λ
u
 



自然災害の中でも、地震は特に被害が大きく、そのうえ津波や火事などの二次災害

を引き起こす恐れもあります。 “グラッ"ときたとき、慌てず落ち着いて行動できる

ようにするには、ふだんから地震に対する心構えをしておくことが必要です。

'f.面』畢

』場長r

福祉課窓口での義援金受け付け

ま
す
、
わ
ガ
身
の
安
全
を
図
ろ
う

大
き
な
揺
れ
は
、
一
分
程
度
で

お
さ
ま
り
ま
す
。
テ
ー
ブ
ル
や
机

な
ど
丈
夫
な
家
具
の
下
で
、
頭
を

保
護
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

素
早
く
火
の
始
末
を

“
グ
ラ

ッ

"
と
き
た
ら
、
必

ず
コ
ン

ロ
な
ど
の
火
を
消
す
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
火
事
さ
え
起
き

ー

な
け
れ
ば
、
被
害
は
そ
れ
ほ
ど
大

S
B
U

き
く
な
り
ま
せ
ん
。

③

非
常
脱
出
口
を
確
保
す
る

高
山
J

特
に
、
マ
ン
シ
ョ
ン
や
コ
ン
ク

(

リ
l
ト
建
て
の
家
は
、
振
動
で
扉

⑧

が
ゆ
が
み
、
聞
か
な
く
な
る
こ
と

、
ソ

が
あ
り
ま
す
。
揺
れ
を
感
じ
た
ら
、

江
巳

窓
や
扉
を
開
け
て
逃
げ
道
を
グ

@

火
ガ
出
た
ら
、
ま
す
消
火

⑧

出
火
し
た
ら
、
消
火
器
や
バ
ケ

、Jツ
な
ど
で
ボ
ヤ
の
う
ち
に
消
し
止

@

め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
近
所
に
声

を
か
け
、
協
力
し
て
消
火
を
し
て

く
だ
さ
い
。

慌
て
て
外
に
飛
び
出
さ
な
い

よ
う
に
慌
て
て
外
に
飛
び
出
す
の
は
危

険
で
す
。
か
わ
ら
や
ガ
ラ
ス
な
ど

が
落
ち
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

周
り
の
状
況
を
よ
く
見
て
行
動
し

ま
し
ょ
う
。

狭
い
路
地
や
塀
際
、
ガ
け
や
川

べ
り
に
近
寄
ら
な
い
よ
う
に

ブ
ロ

ッ
ク
塀
が
倒
れ
た
り
、
地

盤
が
ゆ
る
ん
で
崩
れ
や
す
く
な
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。
避
難
す
る
と

き
は
、
こ
の
よ
う
な
場
所
に
は
近

寄
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

山
崩
れ
、
ガ
け
崩
れ
、
津
波

に
注
意
す
る

地
震
で
起
き
る
火
事
や
津
波
な

ど
の
二
次
災
害
は
、
と
て
も
恐
ろ

し
い
も
の
で
す
。
市
役
所
や
警
察

署
、
消
防
署
の
注
意
を
聞
き
、
安

全
な
場
所
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
口

避
難
は
徒
歩
で
、

持
ち
物
は
最
小
限
に

自
動
車
を
使
う
こ
と
は
、
渋
滞

を
引
き
起
こ
し
、
消
火
活
動
や
救

急
救
護
活
動
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。

避
難
は
徒
歩
で
、
荷
物
は
必
要
な

物
だ
け
に
し
て
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
ガ
協
力
し
合
っ
て

応
急
救
護
を

災
害
の
と
き
は
、
お
互
い
に
協

力
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

軽
い
け
が
は
、
み
ん
な
で
応
急
の

処
置
を
し
ま
し
ょ
う
。

正
し
い
情
報
を
つ
か
み
、

余
震
を
恐
れ
な
い
よ
う
に

災
害
で
混
乱
を
し
て
い
る
と
き

は、

誤
っ
た
情
報
に
ま
ど
わ
さ
れ

や
す
く
な
り
ま
す
。
市
役
所
や
警

察
署
、
消
防
署
な
ど
の
指
示
に
従

い
冷
静
に
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

①
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
石
塀
、
門
柱
は

近
づ
か
な
い
。

②
バ
ッ
グ
や
上
着
な
ど
で
頭
を
保

護
し
、
近
く
の
丈
夫
そ
う
な
ピ
ル

や
学
校
、
公
園
な
ど
に
避
難
し
て

様
子
を
見
る
。

①
バ
ッ
グ
な
ど
の
手
近
な
も
の
で

頭
を
保
護
し
、
倒
れ
や
す
い
シ
ョ
ー

ケ
ー
ス
や
陳
列
棚
か
ら
す
ば
や
く

身
を
離
す
。

②
あ
わ
て
て
出
口
に
殺
到
し
な
い
。

係
員
の
指
示
に
従
い
、
階
段
を
下

①
地
震
を
感
じ
た
ら
、
徐
々
に
速
度

を
落
と
し
(
急
ブ
レ
ー
キ
は
危
険
)
、

道
路
の
左
側
に
寄
せ
て
停
車
す
る
。

出
火
事
故
防
止
の
た
め
に
も
前
車

と
の
距
離
は
最
低
5
m
は
保
つ
。

②
揺
れ
が
お
さ
ま
る
ま
で
は
車
外

に
出
な
い
で
、
地
震
情
報
を
カ

I

円
J
h】

円
ノ
U】

③
道
路
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
が
め
く

れ
て
、
ガ
ス
の
導
管
が
破
損
し
て

い
る
場
所
や
自
動
車
の
衝
突
場
所

に
は
近
づ
か
な
い
。

垂
れ
下
が
っ
た
電
線
も
危
険
。

④
近
く
で
火
災
が
発
生
し
た
ら
初

期
消
火
に
協
力
す
る
。

り
る
(
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
は
使
わ
な

い
)
。

③
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
内
に
閉
じ
込
め

ら
れ
た
ら
、
電
話
で
外
部
と
連
絡
。

非
常
停
止
ボ
タ
ン
を
押
し
、
手
動

で
ド
ア
を
開
け
て
上
下
ど
ち
ら
か

近
い
ほ
う
の
階
に
出
る
。

ラ
ジ
オ
で
聞
い
て
、
次
の
行
動
を

決
め
る
。

③
車
外
に
出
る
と
き
は
、
キ
ー
を

つ
け
た
ま
ま
で
、
ド
ア
は
ロ
ッ
ク

し
な
い
。

④
白
分
の
車
が
出
火
し
た
ら
、
備

え
つ
け
の
消
火
器
で
消
火
に
当
た

る。

，( 



兵
庫
県
南
部
地
震
災
害

義
援
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、

1

月
時
日
に
兵
庫
県
南
部
地
震
災
害

救
済
本
部
を
設
置
し
、
受
け
付
け

…を
始
め
ま
し
た
。

今
ま
で
に
、
皆
様
方
か
ら
お
寄

せ
い
た
だ
き
ま
し
た
義
援
金
は
、

一第
1
次
分
と
し
て
日
本
赤
十
字
社

一長
崎
県
支
部
を
通
じ
、
被
災
地
へ

ご
寄
付

(
阪
神
大
震
災
)

義
援
金
を
被
災
地
ヘ

①
義
援
金
受
付
場
所

福
祉
課
、
市
内
出
張
所
7
か
所
、

社
会
福
祉
協
議
会

②
義
援
金
受
付
総
額

(
2
月
6
日

現
在
)
1
1
、0
6
5
、0
3
7
円

③
第
1
次
分
送
付
額

1
1
、
0
0
0
、
0
0
0
円

届
け
ま
し
た
。

紙
面
の
都
合
で
、
ご
寄
付
い
た

だ
き
ま
し
た
方
々
の
氏
名
を
掲
載

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
心
温
ま
る
義
援
金
を
お
寄
せ

い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご
好
意

@
香
典
返
し

平成7年3月号

福
重
住
民
セ
ン
タ
ー
へ

V
井
手

一
成
(
福
重
町

)
3
万
円

社
会
福
祉
基
金
へ

V
孫
シ
ゲ
子
(
池
田
新
町
)
叩
万
円

V
原
ス
ミ
エ
(
古
町
2
丁
目
)
3

万
円
V
徳
島
利
男
(
溝
陸
町
)
5
万
円

V
豊
竹

一
博
(
松
原
本
町
)
印
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
中
村
ヨ
シ
ノ
(
今
村
町
)
5
万
円

大
村
市
医
師
会
訪
問
看
護
ス
テ
ー

、
ン
ヨ
ン
へ

V
朝
長
忠
義
(
宮
小
路
2
丁
目
)

5
万
円

広報おおむら

(
敬
称
略
)

@
一
般
寄
付

市
立
病
院
へ

V
大
村
市
母
主
義
福
祉
妻
子

初
万
円

市
内
小
学
校
へ

V
す
み
ス
ポ
ー
ツ
庖
リ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
初
万
円
相
当

大
村
小
学
校
へ

V
す
み
ス
ポ
ー
ツ
庖
リ
メ
ダ
ル

7

万
5
千
円
相
当

松
原
幼
稚
園
へ

V
松
原
幼
稚
園
P
T
A
H
小
鳥
小

屋
初
万
円
相
当

放
虎
原
幼
稚
園
へ

V
放
虎
原
幼
稚
園
P
T
A
H
保
育

備
品
詑
万
7
千
円
相
当

社
会
福
祉
基
金
へ

V
妙
宣
寺
寒
修
行
団
(
福
重
町
)
H

日
万
円

V
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ

l
ト
大
村
駅
前

庖
リ

7
万
1
干
犯
円

V
斉
藤
雅
子
(
杭
出
津
2
丁
目
)

1
万
円

V
九
電
労
大
村
発
電
所
分
会
青
年

部
日
も
ち
つ
き
大
会
益
金
4
万
5

千
9
8
6
円

清
和
国
へ

V
親
奉
会
(
森
安
太
郎
・
中
島
松

一
・
末
永
辰
夫
)
H
理
容
奉
仕

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
長
安
寺
寒
行
団
H
5
万
円

三
彩
の
里
へ

V
大
村
地
区
労
有
志
H
も
ち

光
と
緑
の
園
向
陽
寮
・
乳
児
院
へ

V
西
彼
多
良
見
町
社
会
福
祉
協
議

会
H
み
か
ん

V
側
プ
レ
ナ
ス
リ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
l

レ
ま
か

被
災
地
へ
派
遣
す
る
職
員
(
左

を
激
励
す
る
甲
斐
田
市
長

V
山
道
医
院
H
ケ
l
キ

V
池
田
軽
運
送
H

ケ
ー
キ

V
全
国
餅
工
業
協
同
組
合
H
も
ち

V
側
イ
ノ
ウ
エ
商
会
H
ケ
ー
キ

V
大
村
部
隊
H
み
か
ん

V
清
水
京
子
(
西
三
城
町
)
野
球

用
具
ほ
か

V
東
彼
杵
町
婦
人
会
H
も
ち

V
大
村
地
区
同
盟
日

1
万
4
千
5

5
5
円

V
鎮
西
学
院
高
校
生
徒
会
日

3
万

円V
黒
木
医
院
H
ビ
デ
オ
・
本

V
末
日
聖
徒
イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト
教

会
U
衣
類
・
お
も
ち
ゃ

V
光
陽
会
有
志
H
慰
問
ほ
か

V

コ
l
ル
あ
じ
さ
い
H
慰
問
ほ
か

V
琴
花
園
H
門
松

V
海
上
自
衛
隊
大
村
航
空
基
地
第

幻
航
空
群

U
3
万
円
・
招
待

V

コ
l
プ
な
が
さ
き
大
村
支
所
組

合
員
一
同
日

3
万
円
・
花
苗

大
村
子
供
の
家
へ

V
谷
本
康
子
ほ
か
8
人
リ

1
万
円

V

コ
l
プ
な
が
さ
き
環
境
奮
員
会
H

3
万
円

V
酒
匂
広
直
(
横
浜
市
)
日
万
円

V
梅
野
幸
代
(
須
田
ノ
木
町
)
5
万

円V
平
林
明
(
茅
ケ
崎
市
)
5
万
円

V
小
川
国
治
(
大
里
町
)
1
万
円

V
海
上
自
衛
隊
大
村
航
空
基
地
第

幻
航
空
群

H
3
万
円

V
日
本
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
選
手
会

長
崎
支
部
H
2
万
円

V
大
村
地
区
同
盟
H
1
万
4
千
5

6
0
円

V
佐
々
木
良
一
(
富
の
原
2
丁
目
)

1
万
5
千
円

V
鎮
西
学
院
高
校
生
徒
会
リ

3
万

円V
山
口
利
国
(
松
並
2
丁
目
)
1

万
円
V
竹
松
駐
屯
地
3
2
7古
窮
中
隊
U

ジ
ュ
ー
ス
ほ
か

V
竹
松
駐
屯
地
3
2
9高
射
中
隊
H

ジ
ュ
ー
ス
ほ
か

V
H宍
天
{E
口
敬
神
婦
人
会
日
ま
ん
じ
ゅ

、っV九
電
労
組
大
村
分
会
青
年
婦
人

部
H

も
ち
つ
き
慰
問

V
十
人
会
H
野
菜

V
ア
ト
リ
エ
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
リ

ケ
l
キ

V
附
プ
レ
ナ
ス
リ
玩
具
セ
ッ
ト

V
山
道
医
院
H
ケ
l
キ

V
植
松
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
青
年
部
H

ケ
I
キ

V
清
水
京
子
(
西
三
城
町
)
ス
ポ
l

ツ
用
品

V
琴
花
園
川
門
松

V
赤
水
清
春
(
本
町
)
1
万
円

慈
恵
荘
へ

V
中
村
次
男
(
久
原
2
丁
目
)
花
束

V
寿
々
木
松
子
(
原
口
町
)
日
万

円
・
く
だ
も
の
ほ
か

V
川
勝
静
雄
(
杭
出
津
1
丁
目
)

叩
万
円

V
玖
島
中
学
校
3
年
4
組
(
末
吉
・

川
副
・
藤
井
)
H
千
羽
鶴

V
玖
島
中
学
校
1
年
5
組
H
タ
オ

ル
・
演
奏
慰
問
ほ
か

V
ゑ
ぴ
す
奈
良
漬
舗
H
漬
物

V
九
州
花
王
販
売
鮒
長
崎
支
庖
H

紙
オ
ム
ツ
ほ
か

V
永
淵
屋
H
紅
白
ま
ん
じ
ゅ
う

V
石
場
輝
(
多
良
見
町
中
里
名
)

手
芸
教
室
指
導

V
渡
辺
経
夫
・
渡
辺
洋
子
・
田
代

シ
ナ
子

・
香
田
美
智
子
H
奉
仕

V
松
永
シ
ズ
エ
(
松
並
1
丁
目
)

生
花
教
室
指
導

泉
の
里
へ

V
松
尾
末
男
(
武
留
路
町
)
も
ち
米

V
ゑ
び
す
奈
良
漬
舗
H
漬
物

V
大
川
田
老
人
会
H
奉
仕

V
大
村
高
校
1
年
8
組
H
慰
問

V
永
測
屋
H
ま
ん
じ
ゅ
う

V
み
や
び
舞
大
村
支
部
リ
慰
問

V
立
正
佼
成
会
日
供
養

う
ぐ
い
す
の
正
へ

V
大
島
巌
(
皆
同
町
)
み
か
ん

V
新
谷
博

一
(
武
部
町
)
額
装
絵
画

V
野
口
ハ
ツ
(
東
大
村
1
丁
目
)

歌
謡
・
読
み
聞
か
せ
慰
問

円
ぺ
U

円
ノ
臼



カレジター3月
市
税
の
納
付
は
も
う
お
済
み
で
す
か
、
納
め
忘
れ
の
人
は
急
い
で
納
付
し
ま
し
ょ
う
。
(
納
税
暴
利
自
挫
襲
」
)

1日 妊婦教室(1) 中地区公民館 13:00~ 16:00 14日 乳幼児健康相談 市コミセン倒。 ⑮母子健康手帳 ⑧9:30~ 1 1: 00 、 13:30~15:00 

1歳6か月児健康診査 (お母さんの歯科健
(的 ⑮離乳食教室 10:30~ 15:0。

2日
診も行います)市コミセン ②12:45 ~ 13:10 15ω 日 妊婦教室(3) 中地区公民館 13:00~ 16:00 
@平成5年8月生まれ(平成5年3月 ~ 7月生まれ ⑮母子健康手帳

(刻 で、まだ受けていない人も受診して ください)
3歳児健康診査 大村保健所

⑮母子健康手帳、問診票、タオル、歯ブラシ
@@生平9ま1成れ5~3で年9、45、13:00 ~ 13:30 (親子とも)

16日 9月生まれ (平成3年3 月 ~8月

明日の親のための学級(6) (刻
まだ受けていない人も受診し

3日 市コミセン 13:00 ~ 16:00 てください)

自白 成人の健康相談 福祉センター 13:00~ 15:00 ⑮母子健康手帳、問診票

@40歳以上⑪血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか
定期巡回献血市役所 9:30~12:00 

5日 当番医
1歳6か月児健康診査 (お母さんの歯科健

(内)南野クリニック乾馬場町 宮⑬2233 17日 診も行います)市コミセン ⑧12 :45~ 13:10 
(日) (外-虹)山道医院 桜馬場2丁目 色@2305

告白
@'w…2日休)と同じ
成人の健康相談 福祉センター 13:00~ 15:00 

安産教室 ~ラマーズ法を練習しましょう ~ ⑮40歳以上⑮血圧測定-みそ汁の塩分濃度測定ほか
68 市コミセン 9 ・ 30~ 11:00 ⑧9:00~9 : 30 

1~ ⑮母子健康手帳、ズボン 耳とことぼの相談 福祉センター 13:00~15:00 
(月) 一般健康相談市役所 13:00~16:00 

⑮血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか 19日 当番医
(内-小)長崎医院 寿古町 宮⑧8615

7日 乳幼児健康相談 福重出張所 ⑧13:30~15:00 (8) (整) 貞松病院 東本町 宮⑪1161

。約
明日の親のための学級(7)

当番医市コミセン 18:30~20:00 21日
8側B 妊婦教室(2) 中地区公民館 13:00~ 16:00 (火・祝)

(内-消)南野内科消化器科医院東三城町 宮⑬3731

⑮母子健康手帳、ズボン
(眼) 楠木眼科医院 東三城町 宮⑫2711

9(刻日 機能訓練根気の会 福祉センター 13 : 30~15:30 22制日 妊婦教室何) 中地区公民館 13:00~ 16:00 

⑮ ファンシ一手芸 ⑮母子健康手帳

明日の親のための学級(8) 23側日 機能訓練根気の会 福祉センター 13:30~15:30 

10日 市コミセン 9:30~ 13:00 ⑫体力測定、言語相談

6目
1歳6か月児健康診査 (お母さんの歯科健 26日 当番医
診も行います)市コミセン ⑧12:45~ 13:10 (皮)本田皮ふ科医院大川田町 宮(@6830
@'w…2日(柑と同じ (8) (外)山下外科医院 西=城町宮⑪7122

12日 当番医 27日 乳幼児健康相談 三浦出張所⑧9:30~11 :00 
(内・小)松永医院 古町2丁目 合⑫2943 ことぼの教室 市コミセン 13:30~ 16:00 (日) (外・内)佐藤外科医院杭出津2丁目 ft(@3070 (月) ⑧⑮…13日(月)と同じ

ことぼの教室市コミセ ン 13 : 30~ 16:00 2~ 乳幼児健康相談 鈴田出張所 @9 : 30~11:00 
13日 (初めての人は、健康増進課まで電話で

申し込んでください) 略号の説明 ⑫…対象 ⑧…受け付け ⑮…内容
(即 ⑮母子健康手帳、⑮ことばの発達など ⑮…持ってくるもの

が気になる幼児 当番医の診療時間 9:00 ~ 18:00 

毎
月
1
回
発
行

編
集
/
秘
書
広
報
課

印
刷
所
/
九
州
凸
版
附

発
行
所
/
大
村
市
役
所
宮
間
同
4
1
1
1

E‘ 

唱、

A
4ふ
円
ノ

μ

2月1日現在
計 78、937
(+ 9 9) 
37，83 3 
(+ 4 3) 
41，104 
(+ 5 6) 

2 5， 348 
(+ 4 4) 

)は前月比

人口の動き

男

女

人口

世帯数

t~出望 コt:.... 

d評事L三

通説

。市民相談コーナー(秘書広報課:ですべて無料で行っていますo
V お気軽にご相談くださ ¥;'0

A 人権相談 ( 2日木 10: OO~ 15 : 00) 
の 行政相談 (9日・木 9: 30~ 12 : 00) 
定 法律相談 (15 日・水 10 : 00~15:00)
{列 (法律相談は申し込みが10人になり次第締め切ります)
ヰ目
誌 年金相談 (22日・水 10: 00 ~ 15 : 00) 
日| 不動産相談 (24 日・金 13:00~16:00)
1 交通事故相談 (28 日 ・火 10:00~16:00)
l ※受け付けは午前8時30分から行っています。
一、ー「可ー~~~'"""----孟F屯ニド-=-=ト-=-=--c:::;.-c::ト-=-c:ト-<=ト-<=ト-<=ト-t=ト-<=ト.c:::;.

3月の大村ポート (9 日 ~14 日、 20 日 ~ 21 日 ・総理大臣杯場開場外発売、

25 日 ~30 日・ NBC杯争奪パールカ ッ プ競走 Gm) 
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